
人口と世情
11月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.781人 (+36人)
[うち外国人903人]

男 65.937人(_:63人)
女 66.844人 (+99人)

・世帯 51.367世帯 (+424世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者数
.世帯数を加えた数値です。
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広

報

回家庭叡育学級
公開講演会

@ 
日時 12月1日開午前10聞から午後O時30分

場所 アビスタ(参加無料)

講師金子フランクさん

(N PO楽学生活協会理事)、

テーマ…「自立への第一歩J
定員当日先着60人

措参筆記用具

申し込み不要

※託児 (2歳以上で就学前、無料)を希望する方は、

事前に電話かファクスで申し込んでください。

主催我孫子地区公民館c7182・0511剛7165-6088

4.‘ 包 子伐工作

苅W 切り絵
カッターで描くべ-/~ーアート

回おとなの
『曾Jワラフ

日時・場所 12月17日凶午前9閏30分から午後O時30分、

アビスタ工芸工作室

内容 力ッターを使って切り絵を作ります

対象・定員小・中学生25人(応募者多数の場合は抽選)
※小学3年生以下は保護者同伴。

参加費 500円
ふりがな

申し込み・主催ハガキかファクスで講座名、住所、氏名、

電話番号、学年を明記し、 11月30日必着で〒270・1147若
松26の4アビス夕、間7165・6088、我顎子地区公民館ヘ、

c7182・0511

日時 12月8日開午前10時から午後O閏30分
場所湖北地区公民館謂理室

内容 中華混ぜご飯、アジのチーズ春巻き、野菜のオイスターソース妙め、もずく

入りかき卵スープ、かぼちゃのいとこ煮対象・定員 小・中学生の保護者25人

(応募者多数の場合は抽選)

参加費 500円措参三角きん、エプロン、

ふきん、台ふきん、お茶(水筒に入れて)

申し込み・主催 ハガキかファクスで講座名、住所、

総寵番号を明記し、 11月25日必着で〒270・

1147若松26の4アビス夕、間7165-6088我張子地

区公民館ヘ、 c7182・0511 ..予ども禽クラブの犠予

中
央
学
院
大
の
駅
伝
、

N
E
C
ラ
グ
ビ
ー
を
市
民
で
応
援

我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援
団
が
発
会

我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援
団

の
発
会
式
が
叩
月
U
日、

N
E
C

(
日
本
電
気
側
)
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
東
日

本
ガ
ス
側
の
和
上
明
則
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援
団
は
、

中
央
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
と
N
E

C
ラ
グ
ビ
ー
部
「
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ツ

図 子初工作

?ヒスタZサシタがやって来定
日時 12月3日出午前9時30分から午後O時30分

場所 アビスタ工芸工作室

内容木材でサンタクロースを作ります

対象・定員小・中学生25人(応募者多数の場合は抽選)

※小学3年生以下は保護者同伴、
小学4年生以上も保護者同伴可
参加費 300円措参 1リッ卜

ルの牛乳パック(切り開かないもの)、エプロン

申し込み・主催 ハガキかファクスで講座名、住所、

定響、電話番号、学年を明記し、 11月24日必着で〒

270・1147若松26の4アビス夕、間7165・6088、我孫

子地区公民館ヘ、 c7182-0511

図マークのイベシトって伺
楽マークは「あぴこ鰍Jの事業を表すマークです。

「あぴこ楽枝Jは、市役所の各課が行うさまざまな生涯学習事業を体系化し

て、市民のみなさんに提供します。市の生涯学習推進本部のもとに置かれ、運

営は市民を中心lこ、学識抱強者や学校、企業、民間教育機関の関係者、市職員

などで構成される「あぴこ楽枝協議会Jが行っています。

企中央学院大学陸上競技部

ツ
」
を
は
じ
め
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活

躍
す
る
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
l
ム、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
応
援
し
ま
す
。

中
央
学
院
大
学
は
、
正
月
に
行
わ

れ
る
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
に
4
年
連
続

(
7
回
目
)
で
出
場

し
ま
す
。

N
E
C
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

3
年
連
続
日
本
一
に
輝
い
て
お
り
、

現
在
、
今
年
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手

権
の
出
場
を
か
け
て
ト
ッ
プ
リ
I
グ

を
戦
っ
て
い
ま
す
。

圃
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援

団
事
務
局
(
我
孫
子
市
商
工
会
内
)

宮

7
1
8
2
・
3
1
3
1

。中央学院大学陸上競技部

06年1月2日制・ 3日閃

東京箱根閤往復大学駅伝競走

ONECグリーンロケyツ(トップリーグ)

12月3日凶正午試合開始
対サントリーサンゴリアス…東京秩父宮

12月10日出午後2時試合開始

対ヤマハ莞動機ジュピ口・・東京秩父宮

12月17日出正午試合開始

対福岡サこりクスブルース・・・大阪花園

12月25日但)午後1時試合開始

対トヨタ自動車ヴエルプ1)νツ…霊知瑞穂

1月9日柵午後2時試合開始
対東芝府中プレイブルーパス…東京秩父宮

E置歪彊，

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
を
含
む

家
庭
用
品
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
止
し

健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
用

品
を
排
出
す
る
場
合
は
、
後
記
の

点
に
注
意
し
て
、
分
別
収
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
各
製
造

メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

経
済
産
業
省
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

(
宮
号
、
¥
t
司
毛
毛
-
自
民
高
0
・

号
¥
)
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
は
、
資
源
・
索
ご
み
の

収
集
日
で
す
。

排
出
方
法

。
破
壊
や
分
解
は
せ
ず
に
、
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
」
と
朱
劃
き
し

た
紙
を
廃
棄
物
に
貼
り
、
他
の
廃

棄
物
と
は
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
石
綿
灰
(
電
気
火
鉢
等
に
使

用
)
な
ど
明
ら
か
に
飛
散
性
の
ア

ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
製
品

は
、
水
な
ど
で
湿
ら
せ
た
h
?ぇ、

ビ
ニ
ー
ル
袋
で
二
重
に
署
し
て

く
だ
さ
い
。

※
一
辺
の
長
さ
が
l
m
を
超
え
る

物
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
取
扱
い

ま
す
。

対
象
物
例
ト
ー
ス
タ
ー
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
、
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
こ
た

つ
な
ど
の
家
庭
用
品

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
0
0
1
5

住 み慣れた地域で まちして暮らせる立自
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ま
ち
の
憲
法
制
定
を
め
ざ

て
し

j
自
治
基
本
条
例
の
基
本
的
考
え
方
j

-ー-
今
年
1
月
に
「
(
仮
称
)
我

孫
子
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え

る
懇
融
会
」
(
市
民
公
募
委

員
・
各
種
団
体
の
代
表
・
学
職

経
験
者
各
5
人
で
構
成
、
岩
崎

恭
典
座
長
)
を
設
置
し
、
自
治

基
本
条
例
の
基
本
的
な
あ
り
方
、

条
例
に
盛
り
込
む
項
目
と
そ
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
叩
月
に
は
市

長
に
「
自
治
基
本
条
例
に
関
す

る
室
主
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
窪
E
S
-を
受
け

て
、
「
自
治
基
本
条
例
の
基
本

的
な
考
え
方
」
を
ま
と
め
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
も
と
に
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
輯
論
を
行
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
て
、
条

例
案
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

t1 怠

自
治
基
本
条
例
と
は

第 1153号

2
0
0
0
年
の
地
方
分
権
一
括
法

の
施
行
か
ら
5
年
が
経
過
し
、

「地

域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
て
地
域
で

決
め
る
」
と
い
う
自
己
決
定
・
自
己

責
任
に
基
づ
く
地
域
経
営
が
進
ん
で

い
ま
す
。
分
権
型
社
会
へ
の
移
行
が

本
格
化
し
て
い
ま
す
。

分
権
型
社
会
に
な
る
と
、
今
ま
で

以
上
に
市
民
自
ら
が
地
域
の
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
や
決
定
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
治
体
運
営

を
市
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
う

「
市
民
自
治
」
を
確
立
す
る
こ
と
が

大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
福
祉
、
環
境
、
教

育
な
ど

「公
共
」
の
領
域
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る

N
P
O
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
行
政
に
依
存
し
て
き

た

「
公
共
」
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

N
P
Oを
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
民
間

団
体
な
ど
地
域
を
構
成
す
る
多
様
な

主
体
が
協
働
し
て
、

「公
共
」
を
共

に
担
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
自
治

体
の
自
治
の
基
本
を
定
め
る
最
高
規

範
と
し
て
、
ま
ち
の
憲
法
と
も
一
事
え

る

「自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
取

組
む
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
い
ま

す。
我
孫
子
市
は
、
自
治
基
本
条
例
で

自
治
体
運
営
を
市
民
の
意
思
に
基
づ

い
て
行
う
「
市
民
自
治
」
の
理
念
を 企シンポジウム巴は大勢の市民ガ参加 (10月23日)

明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
(
議
員
)
・

市
長
(
行
政
)
の
役
割
や
責
務
を
確

認
し
、
「情
報
共
有
」
「
市
民
参
加
」
「
協

働
」
と
い
う
自
治
の
基
本
原
則
を
定

め
、
自
治
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
条
例
に
は
、
こ
う
し
た
考

え
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
徹
底
し

た
情
報
公
開
・
提
供
、
行
政
評
価
へ

の
市
民
参
加
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
(
政
策
に
市
民
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
の
制
度
)
、
市
民
投
票
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
運
営
の
制
度
を
規

定
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

I 

条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

川
自
治
の
基
本
理
念

市
民
が
主
権
者
と
し
て
自
ら
地
域

の
こ
と
を
考
え
決
定
す
る
主
体
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
信
託
を
受
け
た
議

会
、
市
長
の
二
元
代
表
制
度
を
通
じ

て
市
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
て
、
市

民
自
治
を
実
現
し
て
い
く
と
い
λ

基

本
的
な
考
、
え
方
を
定
め
ま
す
。

則
自
治
の
基
本
原
則

市
民
と
市
が
、
自
治
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
自
治
運
営
を
進
め
る
上
で

の
共
通
の
原
則
を
定
め
ま
す
。

笠
巾
政
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
(
情
報
共
有
の
原
則
)

霊
巾
民
参
加
に
よ
り
市
政
が
行
わ
れ

る
こ
と
(
市
民
参
加
の
原
則
)

③
新
し
い
公
共
を
形
成
す
る
た
め
地

域
の
多
様
な
主
体
が
協
働
す
る
こ
と

(
協
働
の
原
則
)

同
条
例
の
位
置
付
け

・
性
格

こ
の
条
例
を
市
民
自
治
の
基
本
を

定
め
る
最
高
規
範
と
し
て
位
置
付
け
、

自
治
体
運
営
に
関
す
る
他
の
条
例
、

規
則
等
の
制
定
改
廃
と
運
用
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
条
例
の
内
容
を
尊
重

し
、
こ
の
条
例
に
適
合
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

同
用
語
の
定
義

条
例
会
体
で
使
用
す
る
次
の
用
語

の
意
義
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

「市
民
」

「市
民
参
加
」

「協
働
」

「
新
し
い
公
共
」
な
ど
条
例
全
体
を

通
し
て
用
い
る
用
語
。

※
「
市
民
」
の
定
義
は
、
地
域
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
方
々
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
市

民
の
範
囲
を
広
く
捉
え
て
い
き
ま
す
0

0
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方
(
定
住

外
国
人
や
邦
人
を
含
む
)

。
本
市
で
働
き
・
学
ぶ
方

。
本
市
で
事
業
そ
の
他
の
活
動
を
行

う
方
ま
た
は
団
体

※
「
協
働
」
の
定
義
は
、
「
新
し
い

公
共
の
形
成
を
め
ざ
し
て
、
市
、
自

治
会
、
市
民
団
体
、

N
P
O、
公
益

法
人
、
企
業
な
ど
地
域
を
構
成
す
る

多
様
な
主
体
が
、
対
等
な
立
場
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
を
自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を

生
か
し
な
が
ら
、
共
通
の
目
標
の
も

と
に
、
連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ

と
」
と
し
ま
す
。

※
「
新
し
い
公
共
」
の
定
義
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
近
年
、
福
祉
、

環
境
、
教
育
な
ど
「
公
共
」
の
領
域

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
棋
す
る

N
P
O
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
誕
生
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
も
地

域
に
役
立
つ
活
動
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
N
P
Oを
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
民
間
団
体
の

「
公
共
」
へ
の

参
加
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
行
政
に

依
存
し
て
き
た
「
公
共
」
か
ら
脱
却

し
、
市
(
行
政
)
、

N
P
O
、
民
間

事
業
者
な
ど
地
域
を
構
成
す
る
多
様

な
主
体
が
互
い
に
連
携
し
て
共
に

「
公
共
」
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
考

え
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
新

し
い
公
共
」
と
呼
び
ま
す
。

2 

自
治
の
主
体
の
役
割
と
責
務

市

民

川
市
民
の
権
利

市
民
は
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
安
全
・
安
心
し
て
暮

ら
す
権
利
が
保
障
さ
れ
、
誰
も
が
自

己
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
で
き
る
こ

と
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
た
め
て
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を

は
じ
め
市
長
ま
た
は
議
員
の
解
職
請

求
、
議
会
の
解
散
請
求
、
条
例
の
制

定
ま
た
は
改
廃
の
請
求
な
ど
の
直
接

請
求
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
治
体
運
営
に
関
し

て
次
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
定
め

ま
す
。

①
市
政
に
関
す
る
情
報
を
知
る
こ
と

②
政
策
の
形
成
、
実
施
、
評
価
の
過

程
に
参
加
す
る
こ
と

③
市
政
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
し
、

提
言
す
る
こ
と

川
子
ど
も
の
権
利

子
ど
も
は
、
そ
の
人
権
が
保
障
さ

れ
る
と
と
も
に
、
年
齢
に
応
じ
て
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

同
市
民
の
責
務

市
民
は
自
治
体
運
営
に
お
い
て
、

次
に
掲
げ
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
を

定
め
ま
す
。

①
市
民
の
権
利
を
積
極
的
に
行
使
し

て
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

②
互
い
の
権
利
を
認
め
合
い
、
協
力

す
る
こ
と

③
次
の
世
代
や
我
孫
子
の
自
然
環
境

に
配
慮
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
形

成
に
努
め
る
こ
と

同
事
業
者
の
社
会
的
責
任

事
業
者
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
そ
の
活
動
や
持
て
る
資
瀬
を

生
か
し
て
産
業
・
教
育
・
文
化
な
ど

の
分
野
で
地
域
に
貢
献
す
る
立
場
に

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
責
任
を

果
た
す
よ
う
努
め
る
こ
と
を
定
め
ま

す。

議
会
(
議
員
)

議
会
(
議
員
)
の
役
割
と
責
務

議
会
は
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有

を
図
り
、
議
会
へ
の
市
民
参
加
を
促

進
し
、
市
民
の
意
思
を
適
切
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
運
営
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
議
会
の
開
催
日
程
を
工
夫

し
、
請
願
・
陳
情
の
提
案
者
が
意
見

を
述
べ
る
機
会
を
保
障
し
、
議
員
定

数
の
決
定
に
際
し
て
市
民
参
加
の
し

く
み
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
聞
か
れ

た
議
会
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
を
定

め
ま
す
。

「安遇災害共済加ス者を随時募集

期間 乳児用 幼児用

1カ月 1，260円 1，890円
2カ月 1，470円 2，100円

3カ月 1，680円 2，310円
4カ月 1，890円 2，520円

5カ月 2，100円 2，730円
6カ月 2，310円 2，940円

チャイルドシートで乳幼児を守ろう
市では、チャイルドシートの貸し出しを行っています。乗車中の事故から乳幼児を

守るため、体にあったチャイルドシートを使用しましよう。

対象 市内に住所を有する6歳未満の乳幼児の

保護者

貸出種類乳児用(新生児から6カ月児くらい)、 V貸出料金(消費税含む)

幼児用 (6カ月児から4歳くらい)
貸出料金右表参照

貸出日 毎週火曜日と木曜日(祝日、 12月30日

から1月4日は除く)

申し込み 必要事項を明記した申請書(突通整備

謀、保健センター、各行政サービスセンター、我

孫子駅前行政連絡所に用意)と保護者(運転者)

の免許証のコピーを、利用開始希望日の1週間前までに突通整備患に提出

圏実通整備諜・内線330

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校jの事業です。
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ま
た
、
市
の
予
算
や
条
例
の
決
定
、

そ
の
執
行
の
監
視
、
積
極
的
な
政
策

の
提
案
を
適
切
に
行
い
、
議
会
の
機

能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

定
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
の
長
期
計

画
は
議
会
の
議
決
事
項
と
す
る
こ
と

を
定
め
ま
す
。

議
会
に
、
市
に
対
す
る
市
民
の
苦

情
の
調
査
、
議
員
立
法
に
向
け
た
研

究
な
ど
を
行
う
、
専
門
家
や
市
民
の

参
加
す
る
附
属
機
闘
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
、
こ
の
条
例
に
定
め

て
明
確
に
し
ま
す
。

議
員
は
、
市
民
の
代
表
者
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、

議
員
同
士
の
議
論
を
通
じ
て
そ
の
政

策
形
成
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
定
め

ま
す
。市

長
(
行
政
)

-ー-
川
市
長
の
役
割
と
責
務

市
長
は
、
市
の
代
表
者
と
し
て
、

市
政
運
営
に
あ
た
り
そ
の
責
任
の
重

さ
を
自
覚
し
、
適
切
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
定
め
ま
す
。

川
市
長
候
補
者
の

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
作
成

市
表
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
候
補

者
は
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

(
達
成
し
た
か
ど
h
?か
検
証
可
能
な

具
体
的
な
公
約
)
を
作
成
し
、
政
策

目
標
を
明
確
に
し
て
、
市
民
が
政
策

を
選
択
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

市
は
、
市
長
候
補
者
が
ロ
ー
カ
ル

.
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
で
き
る
よ

う
、
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

川
市
長
の
在
任
期
数

市
長
は
、
予
算
編
成
や
政
策
の
選

択
、
そ
の
執
行
や
人
事
な
ど
、
多
く

の
重
要
事
項
に
つ
い
て
一
人
で
大
き

な
権
限
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
市

長
の
個
性
が
ま
ち
づ
く
り
に
強
く
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

.. 
ti 怠

市
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を

し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定
期
間
で

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
抜
本
的
に
行

政
運
営
を
見
直
す
機
会
を
作
る
と
と

も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
得
意
分
野
を
持

っ
た
人
が
市
長
を
務
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
長
の
職
に
は
一
定

の
任
期
回
数
を
超
え
て
在
任
し
な
い

よ
う
努
め
る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

同
行
政
運
営
の
基
本
原
則

市
長
は
、
計
画
的
か
っ
効
果
的
な

行
政
運
営
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
次
に

掲
げ
る
基
本
原
則
に
基
づ
い
て
行
政

運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
定
め
ま
す
。

①
個
人
情
報
の
厳
格
な
保
護
を
前
提

と
し
た
積
極
的
な
情
報
の
公
開
・
提

供
を
推
進
す
る
こ
と

②
政
策
の
形
成
、
実
施
、
評
価
の
過

程
に
積
極
的
な
市
民
の
参
加
を
図
り
、

市
民
の
意
思
を
反
映
す
る
こ
と

①
新
し
い
公
共
の
形
成
を
め
ざ
し
、

地
域
を
構
成
す
る
名
騒
な
主
体
と
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
、
対
等
な
立

場
で
連
携
す
る
こ
と

④
公
正
か
つ
透
明
性
を
確
保
し
た
適

正
な
行
政
手
続
を
行
う
こ
と

⑤
行
政
活
動
に
対
す
る
説
明
責
任
を

来
た
す
こ
と

⑤
自
治
立
法
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と

霊
巾
民
の
信
託
を
受
け
た
市
長
の
ロ

ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
(
達
成
し

た
か
ど
h
?か
検
証
可
能
な
具
体
的
な

公
約
)
を
市
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る

こ
と

同
財
政
運
営
の
基
本
原
則

市
長
は
、
財
政
運
営
の
健
全
性
を

確
保
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
、
効
果
的
・
効
率

3 

新
し
い
公
共

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

地
域
の
身
近
な
課
題
を
解
決
す
る

的
な
支
出
、
自
主
財
源
の
確
保
や
財

源
調
達
の
工
夫
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
財
政

の
見
通
し
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
予
算
、
決
算
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
な
ど
財
政
状
況
の
公
表
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
分

か
り
ゃ
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま

す。附
要
望
、
苦
情
等
へ
の
対
応

市
は
、
市
民
の
要
望
・
苦
情
等
を

市
民
の
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、
応

答
義
務
・
説
明
責
任
を
来
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
際
、
文
書
を
作
成
し

て
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
情
報
を
個
人
情
報
の
厳
格
な
保
護

を
前
提
に
公
開
す
る
こ
と
を
定
め
ま

す。
ま
た
、
要
望
・
意
思
守
が
不
当
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
救

済
の
た
め
、
福
祉
や
子
ど
も
な
ど
の

分
野
に
は
救
済
機
関
を
設
置
す
る
こ

と
を
定
め
ま
す
。

川
職
員
の
責
務

職
員
は
、
市
民
が
主
権
者
で
あ
る

こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
市
民
生

活
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ

し
て
職
警
乞
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
民
間
活
動
と
の
連
携
に

努
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
政
策
形

成
能
力
、
調
整
能
力
や
政
策
法
務
能

力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務

を
有
す
る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

さ
ら
に
職
員
は
一
人
ひ
と
り
が
市

の
代
表
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
行

動
し
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先
順
位

な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
説
明
す
る
責

務
が
あ
る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

う
え
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役

割
が
大
き
い
こ
と
を
認
識
し
、
市
民

は
そ
の
自
主
的
・
自
立
的
な
活
動
を

推
進
し
て
い
く
た
め
お
互
い
に
情
報

提
供
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

市
は
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
自
主
性
・
自
立
性
を
最
大
限
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
役
立
つ
地
域
情
報
の
提
供
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
支
援
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定

め
ま
す

川
市
と
民
間
活
劃
と
の
連
携

市
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
活

動
と
協
力
・
連
携
し
て
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
新
し
い
公
共
の

形
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
定
め
ま
す
。

同
市
民
活
動
・
市
民
事
業
の
推
進

市
は
、
市
民
活
動
や
市
民
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、

情
報
及
ぴ
活
動
場
所
の
提
供
、
財
政

援
助
な
ど
を
行
い
、
活
動
の
充
実
や

自
立
の
た
め
の
支
援
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

※
市
民
活
動
は
、
社
会
に
貢
献
す
る

活
動
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
活
動
を
「
市
民
公
益
活
動
」
と
称

し
て
い
ま
す
(
政
治
・
宗
教
的
な
活

動
は
除
く
〈
市
民
事
業
も
同
様
〉
)

0

0
自
主
性
・
自
立
に
基
づ
く
活
動

。
市
民
の
生
活
の
向
上
や
改
善
に
結

び
つ
き
、
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

。
継
続
的
な
活
動

。
営
利
を
目
的
と
し
な
い
活
動
(
活

動
に
よ
り
生
じ
た
収
益
が
あ
り
、
そ

の
余
剰
利
益
が
組
織
の
構
成
員
に
分

配
さ
れ
ず
、
本
来
の
活
動
目
的
に
再

投
資
さ
れ
る
場
合
は
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
活
動
と
み
な
し
ま
す
)

。
市
民
に
対
し
常
に
活
動
内
容
が
聞

か
れ
た
活
動

※
市
民
事
業
は
、
地
域
課
題
を
解
決

し
た
り
、
地
域
ニ

I
ズ
に
対
応
し
た

物
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
民
事

業
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
取
り
入

れ
た
も
の
。
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
た

利
益
が
配
分
さ
れ
労
働
の
対
価
を
得

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

4
自
治
推
進
制
度

川
情
報
共
有
の
推
進

市
は
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
個
人
情
報
の

厳
格
な
保
護
を
前
提
に
、
政
策
形
成

過
程
に
お
け
る
徹
底
し
た
情
報
公
開

.
提
棋
を
積
極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。
そ
の

た
め
に
現
在
の
情
報
公
開
条
例
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
自
治
基
本
条
例
に
そ
の
根
拠
・
拠

り
所
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
保
有
す
る
情
報
は
市

民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
情
報
共
有

を
進
め
て
い
く
た
め
に
適
正
に
管
理

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
文
書
を
適
正
に
管
理
す
る
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
を
自
治
基
本
条

例
に
定
め
ま
す
。

川
市
民
多
加
・
意
見
書
一
明
の
機
会
見
実

市
は
、
市
民
が
市
政
に
参
加
し
意

見
を
表
明
す
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
多
様
な
市
民
参
加

.
意
見
表
明
制
度
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
す
。

①
審
議
会
、
懇
談
会
等
の
委
員
を
公

募
す
る
こ
と

②
審
議
会
、
懇
談
会
等
で
傍
聴
者
の

発
言
機
会
を
保
障
す
る
こ
と

③
政
策
形
成
過
程
で
説
明
会
、
対
話

集
会
(
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
)
等

を
開
催
す
る
こ
と

④
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
重
要

な
政
策
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と

同
行
政
評
価

市
は
、
効
率
的
か
っ
効
果
的
な
行

政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
常
に
行
政

活
動
の
目
標
と
成
果
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
達
成
度
等
を
適

切
に
評
価
し
、
事
業
の
選
択
や
質
の

向
上
、
財
源
、
人
員
等
の
効
果
的
活

用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
定
め
ま
す
。
ま
た
評
価
は
、
そ
の

透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
市
民
参
加

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
定
め
ま
す
。

川
内
外
部
監
査

市
は
、
公
正
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
外
部
監
査
制

度
を
導
入
し
て
、
内
部
監
査
制
度
と

逮
携
さ
せ
て
よ
り
効
果
的
な
監
査
が

行
え
る
よ
う
、
外
部
監
査
制
度
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を
自
治

基
本
条
例
に
定
め
ま
す
。

同

市

民

投

票

重
要
な
政
策
の
選
択
に
市
民
の
意

思
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

現
在
の
常
設
の
市
民
投
票
条
例
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
自
治
基
本
条
例
に
そ
の
根
拠
・
拠

り
所
を
定
め
ま
す
。

同
他
の
団
体
・
機
関
と
の
遼
携

市
は
近
隣
自
治
体
と
共
通
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
相
互
に
連
携
・
協

力
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
国
・

県

・

他
の
自
治
体
及
び
関
係
機
関

と
も
積
極
的
に
連
携
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
定
め
ま
す
。

川
条
例
の
実
効
性
を

高
め
る
し
く
み

こ
の
条
例
に
位
置
付
け
ら

れ
た
自
治
の
し
く
み
や
制
度

を
、
そ
の
運
用
状
況
に
応
じ

て
見
直
し
、
さ
ら
に
充
実
が

図
れ
る
よ
う
、
市
民
参
加
に

よ
る
検
討
組
織
を
設
け
て
調

査
・
審
議
す
る
こ
と
を
定
め

ま
す
。

圃
企
画
調
整
担
率
一
宮
7
1

8
5
・
1
4
2
6

条例案の作成方法とスケジュール

「基本的な考え方jのパブリックコメン卜などの実施

G 

自治基本条例繁定委員会の設置(要綱設置)
0部会での条例案(一次)の検討・起草
(パブリックコメントの結果など臓の意見を参考に検討)

O襲定委員会での条例案(一次)の作成
G 

条例案(一次)のパブリックコメントなどの実施
。部会での条例案(二次)の検討・起草
(パブ1)けコメントの結果など臓の意見を参考に検討)

O策定委員会での条例案(二次)の作成
G 

c6年7月条例案(二次)のパブリックコメントなどの実施
。部会での紛j案(最終)の検討・起草
(パブリックコメントの結果など臓の意見を参考に検討)

O策定委員会での紛j案(最a!-)の作成。

05年11月

' 05年12月

11月は「動物による危害防止対策強化月間J

マナーを守って飼いましょう

ー
06年5月

部年9月

ー

ー

11月は「動物による危害防止対策強化月間Jです。次のことに注意して、動
物を適切に飼いましょう。

。動物には、飼い主がわかるように名札を付けましょう。また、犬の首輪には登
録鑑札と狂犬病予防注射清票を必ず付けましょう。

。犬の登録と狂犬病予防注射は必ず受けさせましょう。予防湖実施率を上げる

ことにより、圏内に狂犬病が侵入した際、ぞのまん延を防ぐことができます。

。飼い犬の放し飼いは絶対禁止です。犬を運動させる場合let犬を制御できる人

が短い引き綱で行いましよう。

。猫は屋内で飼いましょう。屋外で飼うと近隣の方などに迷惑をかけたり感染症
にかかったり、吏通事故などの織もあります。

。犬-猫がみだりに親しないように不妊・去勢手衝などの措置に努めましょう。

O犬-猫に、道路や公園など公の場所や他人の敷地内で排せつさせるような迷惑
行為はやめましょう。運動と排せつは、しつけにより分けることカ可能です。

。飼い主がいない犬や猫にl志むやみに工サを与えないようにしましょう。
。ワ二、ヘピ!腕どの危険な動物を飼う場合は‘保健所長の許可がa要です。
O動物が飼えなくなった場合Id:.責任を持って新しい飼い主を探しましょう。動
物を野に放つことは絶対にやめてください。動物カて不幸になるばかりでなく、人

への危害や自然への影響を与え、大きな問題となります。
。最近、市内や取手市で、犬カ噛歩中に異物を口にして霊撃を起こしたり、さら

には死んでしまう事例が増えています。飼い主の方は十分注意してください。
固柏健康福祉センターO?16?・1255、保健センターO?185・1126

ζ剃踊ceeぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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受講者合計

1，103人

受講者数

125人
36人

区分

派遣研修

自主研修

受講者数

383人
559人

区 分

階層別研修

専門特別研修

(6)人事考課の実施状況
職員の人材育成、組織全体の能力の向上と活性化を進めるため、人事考課を実施し

ています。職員が持っている能力、職務上の業績等を客観的に把握し、業績能力、意
識の各項目ごとに5殿階評定を行い、勤勉手当に反映させています。

区分 自己都合 勧奨・定年 その他の加算措置

勤続20年 21.00月分 27.30月分 -定年前早期退職特別措置 (2%-20%加算)

勤続25年 33.75月分42.12月分 -退職時特別昇給(勧奨退職時1号給)

勤続35年 47.50月分 59.28月分 ( 1人当たり平均支給額)

最高限度額59.28月分 59.28月分
自己都合 勧奨・定年
3，185千円 27，053千円

千葉県市町村総合事務組合)(12)退職金 (2005年4月1日現在

"'2004年度評定結果

※1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
※退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が定められています。
※国の制度には、退職問特別昇給がありません。

(13)特別職の報酬等の状況 (2005年4月1日現在) 職
評点(標準の評点は60点)

45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 
部長・次長職 0人 0人 0人 10人 21人 1人 0人 1人
課長職 0人 1人 4人 38人 8人 0人 1人 0人

課長補佐職 0人 2人 10人 50人 15人 5人 2人 0人
係長職以下 4人 10人 74人 523人 152人 27人 2人 1人

(8)職員の福利厚生
市職員が加入している千葉県市町村職員共済組合では、主に短期給付事業(健庫保険)、

長期給付事業(年金)、福祉事業(健診等)の3事業を行っています。
職員の互助会組織である我孫子市職員福利厚生会は、市からの負担金と臓員からの

会費により運営されています。 2004年度の決算額は47，563，882円で、市からの負担
金は29.172.800円でした。

区分
給料月額等

我孫子市 柏市 流山市 鎌ケ谷市 野田市
市長 867，000円 955.000円 930，000円 900，000円 972，000円
助役 740，000円 785.000円 803，000円 780，000円 831，000円

給料 収入役 676，000円 716.000円
上7記4の4額，0か0ら02円0鳴 705，000円 750，000円

糊した植を支給

調整 市長、助役、
無 9% 10% 無 9% 

手当 収入役
議長 540，000円 663，000円 550，000円 505，000円 547，000円

報酬 副議長 480，000円 593.000円 490，000円 455，000円 492，000円
議員 450，000円 573，000円 460，000円 430.000円 450，000円

期末 市長、助役、収入役 (2005年度支給割合) 4.4月分
手当 議長、副議長、議員 (2005年度支給割合) 4.4月分

退 (算定方式と支給時期)
職 市長 867，000円×在職月数x0.45(任期ごと)
手 助役 740，000円×在職月数xO.25(任期ごと)
当 収入役 676，000円×在職月数xO.20(任期ごと)

(9)公平委員会からの報告事項
2004年度中に、職員から公平委員会に提出された勤務条件に関する措置の要求や不

利益処分に関する不慮申し立ては、ありませんでした。

(14)特別職の給料月額等の推移

区分 '03年1月1日現在 '03年12月1日現在 '05年4月1日現在

助収市長役入役
900，000円 885，000円 867，000円

給料 770，000円 755，000円 740，000円
700，000円 690，000円 676，000円

調整手当 ニ役の支給率 4% 4% 無

区 分 職種 人数 賃金または報酬

事務補佐員 38人 時給 830円
臨時保育士 87人 時給 970円
保育補助員 70人 時給 880円
臨時給食調理員 58人 時給 880円

臨時職員 臨時学童保育指導員 54人 時給 880円
臨時図書整理員 13人 時給 830円

臨時用務員時給 880円
その他の臨時職員 44人 臨時看護師時給 1，340円

生活支援員時給 910円他
嘱託職員(事務職) 63人 月額145，000円-152，000円

非常勤の 学童保育指導員 50人 月額145，000円-157，000円
一般職の職員 嘱託司書 15人 月額150，000円-173，000円

その他の専門職 26人 理学療法士 白書夏22，000円他

4臨時職員と非常勤の一般職の状況
※調整手当については、 2004年4月1日;から廃止しています。
※議員の報酬については、 2000年4月1日以降改定を行っていませんo

3職員の服務等に関する状況

( 1 )勤務時間 (2005年4月 1日現在)
職員の勤務暗聞は休日;を除き午前8時30分から午後5暗までを基本とし、 1日の勤務開聞

は7晴間45分、 1週間の勤務時間は38晴間45分です。

(2)休暇 (2005年4月1日現在)
有給休暇として、年次有給休暇が1年につき20日、病気休蝦が90日以内、その他産前産

後、結婚、忌引等の特別休暇があります。無給休院として、介護休瞬、 3歳未満の子どもを
養育するための育児休業等があります。

一
を
す

一
員
ま
一

一職し

一
託
集

一
嘱
募

市
で
は
、
一
般
事
務
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験
に
合
格
し

た
方
を
登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
採

用
し
ま
す
。

対
象

1
9
4
1
年
(
昭
和
凶
年
)

4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
窓
口
業
務
、

計
算
業
務
、
検
査
業
務
な
ど
を
経
験

し
、
一
般
事
務
処
理
が
で
き
、
か
っ

(3)分限処分者数
心身の病気などのため、職員力嚇責を十分果たすことができない場合に臓員の意に反して

行なう分限処分があります。 2004年度は、 9人に休職処分をしました。

(4)懲戒処分者数
懲戒処分は、職員が法令に違反した場合などに戒告、減給、停職、免職の処分を行うもの

です。 2004年度は、 1人を戒告処分しました。

(5)職員の研修状況
経験年数や職階に応じた階層別研修、専門的な知識、技能を修得するための専門特別研修、

研修機関等で学ぶ派遣研修なと帯々 な研修を実施し人材育成に努めています。 2004年度の
職員研修実施状況は右上表のとおりです。

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
た
健
康
な
方

登
録
人
数
日
人
程
度

採
用
予
定
時
期
・
期
間
登
録
後
随

時
、
最
長
1
年
間
(
更
新
あ
り
)

勤
務
回
数
・
時
間

1

望
芸
品

時
間
以
内
(
例
週
5
日
で
1
日
6

時
間
以
内
の
勤
務
、
月
日
日
で
1
日

7
時
聞
記
分
の
勤
務
な
ど
)

※
配
置
職
場
に
よ
っ
て
は
、
土
曜
日

と
夜
間
(
午
後
8
時
ご
ろ
ま
で
)
に

勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所
市
役
所
、
受
付
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

報

酬

月
U
万
5
0
0
0
円
以
内

(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)

採
用
方
法
第
1
次
試
験
(
筆
記
試

験
〈
一
般
教
養
試
験
・
短
大
卒
程

度
〉
)
:
・
ロ
月
四
日
回
実
施
、

2
次

試
験
(
面
接
)
:
・
2
0
0
6
年
1
月

中
に
実
施

申
し
込
み
嘱
託
職
員
試
験
申
込
書

(
市
役
所
総
務
課
、
各
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
写
怠
訟
の
う
え
日
月

初
日
午
後
5
時
ま
で
(
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
)
に
総
務
課
へ
直
接
本
人

が
持
参
(
郵
送
は
不
可
)

圃
総
務
課
・
内
線
2
3
2

①I日本安全で安'l)怠まちJの実現
をめざ~ことの宣言

@昔、市民、自治会等、事業者、関係

機風教育機関等の役割の明確化

舗犯計画と渦安全計画の震定

@高齢者や障害者、却児や児童、義務

教育侮3前の生徒への配慮
⑤建物や土地の適正管理

線全安'l)モデル地区α旨定

¢度全で安J[)怠まちづくりの推進組組

の位置付け

@路上違反広告物隠去サボーター制度

@度全安'l)アドバイザーの設置(警察

官08や地場で活動する市民)

日本ー安全で安心なまちをめざして
我孫予市生活安全条例の制定|こ関する提言書を提出

組織し、内容の検討を行ってきました。

10月12日、委員会では検討内容を提

言書としてまとめ、市長に提出しまし

た(写翼)。市ではこの提言書をもと

に12月議会で条例案を上程し、来年4

月施行を予定しています。

市では、犯罪や突通事故のない安全

で安Jむな地域社会の実現に向けて、市

と市民自治会等、事業者、関係機関、

教育機関等がそれぞれ役割分担し、連

携して安全で安Iじなまちづくりを推進

するため、 (仮称)我孫子市生活安全

条例を制定します。

この条例案づくりの作業では、市民

や関係団体、警察署、行政で組織する

(仮称)我諌子市生活安全条例を考え

る委員会(会長・中川庄吾さん(我頚

子市防犯指導員連絡協議会会長))を 園市民活動支援諜・内線217

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校jの事業です。
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市の人事の状況を公表
我孫子市の人事の運営状況について、概要を公表します。

市では現在、職員数の削減と給与水準の見直しによる人件費の削減に取り組んでいます。

職員数と職員給与等の内容は次のとおりです。全文は、 11月30日から市のホームページに

掲聾するとともに行政情報資料室で冊子を配布します。

固総務課・内線232、209

1職員数と職員の任免に関する状況

市の職員数は1997年度に1，081人でピークを迎えましたが、その後、定員管理適正化計画
を策定し計画的に職員数の削減を進めてきました。この結果、 1998年度から8年連続で職員
数は減少し、今年度は1987年度以来17年振りに1，000人を切り、 996人となりました。

( 1 )常勤職員数の推移(各年度4月1日現在)

(2)職員 1人当たり人口 (2005年4月1日現在)
区分|我孫子市| 柏市 | 流山市 |鎌ケ谷市| 野田市

人口 1 132人 1 135人 1 138人 1 140人 1 122人

※千葉県が公表した「市町村職員の定員管理の状況Jに基づき、各市の人口を臓員数で割
り出したものです。

(3)定員管理適正化計画について
職員の増加を抑え人件費総額を圧縮するため、市では1997年に第1次、 2002年には第

2次定員管理適正化計画を策定し職員数の削減に努め、それぞれ目標を上回る成果を挙げ
てきました。現在は、 2008年度までの4年間で80人を削減する第3次定員管理適正化計
画(下表)に取り組んでいます。

2職員の給与等に関する状況

( 1 )人件費の状況(普通会計予算)

年度 歳出総額 人件費

2005年度 30，751，556千円 9，449，247千円

※普通会計とは、水道、下水道、介護保険事業などの独立採算を原則とする事業の会計以

外の会計をいいます。
※人件費には、一般職の職員の給与、特別職の給与・報酬、共済組合負担金等が含まれて
います。

(2)職員給与費の状況(普通会計予算)

職員
給与費 1人当たりの給与費

年度
数A 給料 職員手当 期末・ 計B '03 '04 '05年度

勤勉手当 年度 年度 B/A 

2005 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円
年度 923 4，116，355 984，847 1，762，600 6，863，802 7，741 7，563 7，436 

※職員手当には退職手当を含みません。 柏市 7，595 7，480 
また、給与費は当初予算に計上された 流山市 7，631 7，464 
額です。 鎌ケ谷市 7，649 7，588 

野田市 6，926 6，883 

(3)市税収入に対する常勤職員人件費割合の推移

区分 1 2002年度 12003年度 12004年度 12005年度

市税収入予算額 117，395，928千円116，981，807千円116，470，725千円116，470，883千円
常勤人件費予算額19，350，621千円19，057，752千円18，762，194千円18，736，889千円
人件費割合 1 53.8% 1 53.3% 1 53.2% 1 53.0% 

※常勤人件費には、市長など常勤の特別職を含みます。

(4) ラスパイレス指数の状況(各年4月1日現在)
区 分 |我孫子市| 柏市 | 流山市 |鎌ケ谷市| 野田市

2002年度 1 104.8 I 101.0 I 102.8 I 104.0 I 103.5 
2003年度 I 104.0 I 101.4 I 101.2 I 103.8 I 103.4 
2004年度 I 102.0 I 99.3 I 97.4 I 100.7 I 102.3 

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

(5) 聴員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額の状況 (2∞5年4月1日現在)
平均年齢
46.8歳

46.9歳

平均給料月額
401，400円

352，500円

(7)期末手当・勤勉手当 (2004年度)
1人当たり平均支給額| 期末手当 | 勤勉手当 | 役職加算

1，940，000円 1 3.0月分 1 1.4月分 1 6%---20% 
※国は、役時加算が5%'" 20%のほか、管理職加算10%'"25%があります。

(8)調整手当
1人当たりの '03年度決算 '04年度決算 '05年度予算
平均支給年額 461千円 420千円 330千円

支給率
'03年4月1日現在 '04年4月1日現在 '05年4月1日現在

10% 9% 7% 

※調整手当とは、民間における賃金、側面 柏市 9% 

及び生計費が高い地域で支給する手当です。 流山市 10% 
※調整手当の支給額=(給料、扶養手当及 鎌ケ谷市 10% 
ひ嘗理職手当の月額の合計額)x支給率 野田市 9% 

(9)時間外勤務手当 (2004年度決算)
|支給実績 288.即9千円 11人当たりの平均支給年額 362千円

(10)特殊勤務手当 (2005年4月1日現在)
区分 全職種

支給総額 ('04年度決算) 8，540千円
支給職員 1人当たり平均支給年額 ('04年度決算) 65千円
職員全体に占める手当支給職員の割合 ('04年度決算) 13.5% 
手当の種類(手当数) 6種類

区分 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

危険作業手当 消防職員
毒物、劇物等有害物

日額500円
の取扱作業

防災作業手当 消防、防災担当職員等 策災業害務救助、種災者対 日額 1，000円

消防作業手当 消防職員 消防作業 1回 300'"600円

行旅死病人取扱手当 生活支援課職員
行旅死病人の取扱作 死亡人 1件3，000円
業 病 人 1件1，500円

感染症防疫等作業手当 保健センター職員
感染症発生予防と蔓

日額500円
延防止処理

環境現場作業手当
クリーンセンター職員 清掃作業、道路補修

日額500円
道路課職員等 等現場作業

(11 )その他の手当 (2005年4月1日現在)

国の制度との
(支'ω給年度実法績算)

1人当たり
区 分 内容と支給単価 平均鵡年額

異同と内容 ('例年度決算)

配偶者 人136，4mO円
2人固まで 1A6，O∞円

扶養手当
3人目から 1人5，0∞円 同じ

135，866千円 255千円16歳-22歳 1人5，∞0円加算
配偶者なしの者 1人11，000円

母子・父子 1人13，5∞円 国，~制度なし

借家 28，α)()円を限度 固は27，0∞円を限度
住居手当

国は新築取得後5
102，397千円 106千円

持ち家 8，2∞円 年間2，500円
電車・パス利用者に対し6カ月定

同じ
期券代を半年にー度支給

通勤手当
自家用車等の利用者に対し距離に距離に応じ月額

75，900千円 部千円

応じ月額4，6∞円-23，900円 2，側円-24，5∞円
幌聴手当 基本給の9%-15% 基本館の8%-25% 105，511千円 621千円

ζ剃簡《記εい 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 
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手
賀
沼
の
豊
か
な
生
態
系
を
取
り
戻
す
た
め
に

皆
さ
ん
は
「
た
ま
っ
け
」
を
ご
存
知
で
す
か
?
和
名
を
カ
ラ
ス
ガ
イ
と
い
い
、
大
き
い
も
の
で
は
初
切
に

な
る
イ
シ
ガ
イ
科
の
二
枚
員
で
、
地
元
で
は
「
た
ま
っ
け
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
水
質
悪
化
に
よ
り
手
賀
沼
か

ら
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
ご
ろ
沼
で
の
生
息
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
手
賀
沼
の
豊
か
な
生
態
系
を
復
活

す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
水
質
改
善
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

ん
で
い
る
小
池
勝
彦
さ
ん
に
よ
る
と
、

船
の
上
か
ら
も
沼
の
底
に
い
る
カ
ラ

ス
ガ
イ
が
見
え
た
そ
う
で
す
。

カ
ラ
ス
ガ
イ
は
、
ク
チ
を
開
け
て
、

殻
が
沼
底
に
垂
直
に
、
縦
に
な
る
よ

う
に
生
息
し
て
い
る
の
で
、
シ
ノ
竹

を
切
っ
た
も
の
を
ク
チ
の
聞
に
差
し

込
ん
で
取
り
ま
し
た
。

m
mく
ら
い
の
カ
ラ
ス
ガ
イ
が
、

釣
り
を
す
る
た
め
の
サ
ツ
パ
舟
(
写

そ
う

真
上
)
1
般
分
く
ら
い
簡
単
に
取
れ

ま
し
た
。

取
っ
た
カ
ラ
ス
ガ
イ
は
身
を
細
か

く
刻
み
、
刻
ん
だ
シ
ョ
ウ
ガ
と
み
そ

で
煮
込
ん
で
、
み
そ
煮
に
し
て
食
べ

ま
し
た
。
肉
厚
が
あ
り
、
ガ
ム
を
か

ん
で
い
る
よ
A
J
な
口
当
た
り
で
し
た
。

た
ま
っ
け
の
宝
庫
だ
っ
た
手
賀
‘

手
賀
沼
に
は
、
昭
和
初
年
代
前
半

ま
で
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
が
た
く
さ
ん
生

息
し
て
い
ま
し
た
。

背
か
ら
手
賀
沼
で
貸
し
舟
業
を
営

-、-
大きな貝|こびっくり

落合美希さん(我孫子第-JJ惇枝5年生

.手賀沼賞2年連続受賞・本町在住)

私のおじいちゃんは、手賀沼がきれい

だったころの話をよくしてくれます。私

は、そんな手賀沼が汚れてしまったこと

を残念l乙唱っていました。
でも、夏休みの自由研究で水や植物を通して手賀沼の自然に触れ、

手賀沼が少しずつきれいになってきたことや、そのためには手賀沼

を思う沢山の人たちの努力があることを知りました。

たまっけが見つかったと聞いて、水の館に見に行きました。大き

さに驚いたのと、自分の自で見ることができてうれしく思いまし

た。これからも手賀沼がきれいになるように努力して、今は見られ

なくなった動植物がまた見られるようになると良いなと思います。

手
賀
沼
の
周
辺
に
は
、
カ
ラ
ス
ガ

イ
の
み
そ
煮
や
、
手
賀
沼
で
取
れ
る

ぎ

こ

モ
ツ
ゴ
、
ヌ
マ
エ
ピ
な
ど
の
雑
魚
の

つ
く
だ
煮
な
ど
を
料
理
す
る
名
人
が

い
た
そ
う
で
す
。

水
質
の
悪
化
で
希
少
生
物
に

昭
和
必
年
代
以
降
に
な
る
と
手
賀

沼
周
辺
は
宅
地
化
が
進
み
、
沼
の
水

質
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
カ
ラ
ス
ガ
イ

の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
近
年
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
ス
ガ
イ
は
水
の
汚
れ
に
弱
く
、

千
葉
県
の
レ
ッ
ド
デ
l
タ
ブ
ッ
ク
で

「最
重
要
保
護
生
物
」
A
ラ
ン
ク
に

指
定
さ
れ
、
希
少
生
物
に
な
っ
て
い

ま
す
。美しい手賀沼の再生を

戻
っ
て
き
た
水
生
生
物

今
年
7
月
中
旬
、
手
賀
沼
北
部
で

ヘ
ド
ロ
の
し
ゅ
ん
せ
つ
調
査
を
行
っ

て
い
た
ダ
イ
パ
l
が
、
大
き
さ
却
仰

の
カ
ラ
ス
ガ
イ
を
3
個
発
見
し
ま
し

た
寧
真
右
)
。

昨
年
に
も
、
手
賀
大
橋
の
下
で
大

き
さ

m
mの
カ
ラ
ス
ガ
イ
が
1
個
確

認
さ
れ
、
今
年
の
7
月
以
降
も
、
手

賀
大
橋
付
近
な
ど
で
、

m
m程
度
の

も
の
が
何
個
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
の
減
少
と
と

も
に
、
手
賀
沼
か
ら
い
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
た
タ
イ
リ
ク
パ
ラ
タ

ナ
ゴ
の
稚
魚
(
写
真
下
)
も
昨
年
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

手賀沼の水はずいぶんきれいになりま

した。一昨年にタニシ、昨年はタナゴ、

カラスガイが見つかりました。

タニシやタナゴは増えていますので、

カラスガイももっとたくさんいるのではないかと思います。

今年9月の船上見学会のときにも、舶が引っかかった網に大きさ

10cmくらいのカラスガイがついていましたし、手賀大橋の下や根

戸下付近、手賀沼公園の檎橋の下でも見つかっています。

カラスガイはブランクトンなどを食べるので、沼の浄化に役立つ

でいると闘いでいます。ヘドロのしゅんせつなどにより、今後も多

くの生物が復活して、手賀沼が再生されていくことを願っています。

小池勝彦さん(手賀沼貸舟業協同組合・

鳥獣保護員・柴崎在住)

た
ま
っ
け
の
復
活
が
伝
え
る
こ
と

手
賞
沼
の
汚
れ
の
原
因
の

ω
%は、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
国
は
利
根
川
の
水
を

手
賀
沼
に
流
す
北
千
葉
導
水
事
業
を
、

県
は
沼
の
底
に
た
ま
っ
た
ヘ
ド
ロ
を

取
り
除
く
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
な
ど
を
、

市
は
排
水
路
へ
の
棒
化
施
設
の
設
置

や
下
水
道
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
手

賀
、
担
室
c
れ
い
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
石
け
ん
の
使

用
推
進
や
各
家
庭
の
排
水
溝
や
三
角

コ
ー
ナ
ー
へ
の
ネ
ッ
ト
使
用
な
ど
、

手
賀
沼
の
浄
化
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

カラスガイが生きていだ
浅間茂さん(千葉県生物学会謂査研究部

長・千葉高校教諭・中峠在住)

そ
の
結
果
、
手
賀
沼
の
水
質
は
m四

年
度
か
ら
C
O
D
(化
学
的
酸
紫
要

求
量
)
が
減
少
し
、
例
年
度
に
は
2

年
間
続
い
た
全
国
湖
沼
汚
濁
度
ワ
ー

ス
ト
ー
か
ら
脱
却
し
ま
し
た
。

(ω

年
度
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
6
位
)

ま
た
、
昨
年
に
は
、

m
s偲
年
度

と
引
j
m
m
年
度
の
C
O
D
平
均
値
を

比
較
し
、
水
質
改
善
の
著
し
い
湖
沼

と
し
て
、
水
質
改
善
度
全
国
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
水
質
改
善
へ
の
取

り
組
み
の
効
果
が
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
な

ど
の
生
物
の
復
活
と
い
う
形
で
明
ら

か
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
手
賀
沼
に

生
息
す
る
生
物
は
、
昭
和
初
年
代
に

比
べ
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
生
態
系
を
復
活
す
る
た
め
に
は
、

引
き
続
き
関
係
機
関
の
努
力
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
今
後
も
冬
騒
な
生
物
が

生
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
の
員
殻
は
、

市
役
所
手
賀
沼
課
と
手
賀
沼
親
水
広

場

「水
の
館
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃
手
賀
沼
諜
・
内
4
6
7

ひとりひとりの力で也っときれいな手賀沼|こ脳血色司踊 手賞沼カレシターを配布
三子賀沼;3¥れあい清掃

遊歩道

措参タオル、軍手

※清掃作業ができる服装でご参加く

ださい。

申し込み不要(直接集合場所ヘ)

※団体で参加する場合は11月30
日までに手賀沼諜ヘご連絡ください。

固手賀沼謀・内線467
※開催の有無は、当日午前7時30分
からテレホンガイドft0180-993173 
でお知らせします。

手賀沼ふれあい清掃実行委員会で

は、第15回手賀沼ふれあい清掃を
行います。

手賀沼の水質浄化をさらに進め、

豊かな白熱環境を守るために、清掃

に参加してみませんか。

日時 12月4日(日)午前9聞から11
時30分(雨天の場合は12月11日

間に延期)

集合蝿所 手賀沼公園多目的広場

清掃蝿所手賀沼公園、周辺道路、

クリーン手賀沼推進協議会では、 i2006年版手賀沼力
レンダーJを無料て官布します。
配布日時・蝿所 12月1日-左表参照 12月2日以降
…前日までの残数がある場合のみ市役所手賀沼諜(西別

館4階)で配布(午前8時30分から午後5時)

配布上の注意 ①配布部数は配布場所にお越しいただい

た方1人につき1部とします ①部数カでなくなり次第配

布終了となります ③電話予約や郵便での申し込みはで

きません@配布場所付近は路上駐車しないでください

※配布日間と場所を確認のうえお出かけください。

(o) 2006年版手賀沼カレンダー採用作品展

日時・場所 12月1日開から 15日開、アビスタ

固 手賀沼諜・内線467

時
!
時

9

i
仔

8時30分

20時

手賀沼では、水の汚れが沼底U濫素不

足を引き起こし、カラスガイは1960年
代半ばからほとんど姿を消していました。

5年で15側、 10年で20an(こ育ちま
すので、発見された貝は沼の水質の改善期に生まれたものです。大

堀川河口で生き残った貝の子どもが、沼に広がっているのでしょう。

タナゴが見られなくなったのは、産卵するイシガイやカラスガイ

がいなくなったためです。貝が増えればタナゴも増えるかもしれま

せんが、水質がよくなるとブラ、ソクパスも増え、タナゴなどの小魚

を食べてしまいます。手賀沼の水質や流れの変化で、水面下の生き

物の世界は大きく変化しつつあるといえます。

'y 12月1日闘の配布場所・時間
場 所 時間

つくし野コミュニティホール
湖北台市民センター
湖北地区公民館
布佐市民センタ一本館
根戸近隣センター
久寺家近瞬センター
天王台北近隣センター
近隣センターこもれび
新木近隣センター
布佐南近隣センター
アビスタ

市役所C会議室
(市民会館南隣)

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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あ
び
乙
国
際
交
縮
ま
コ
り

刊
月
幻
日
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で

「
国
際
交
流
1
世
界
の
神
話
を
の

ぞ
い
て
み
よ
う
」
を
テ
I
マ
に

「第

U
回
あ
ぴ
こ
国
際
究
流
ま
つ
り
」
を

行
い
ま
す
。
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文

中
西
柴
子
さ
ん
(
鳥
の
博

物
館
友
の
会
)

塩
田
い
づ
み
(
鳥
の
博
物
館
)

写
真

日
時
・
場
所
日
月
幻
日
制
午
前
日

時
か
ら
午
後
4
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

内
容

テ
l
マ
展
示

「神
話
の
世
差
、

英
語
の
紙
芝
居
、
生
け
花
、
着
物
の

着
付
け
、
お
茶
席
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
、
よ
さ
こ
い

鳴
子
踊
り
、
語
学
講
座
生
の
発
表
、

芦
流
パ
ー
テ
ィ
ー
ほ
か

入
場
料
無
料
(
究
流
パ
ー
テ
ィ
ー

の
み
有
料
)

主
催
我
孫
子
市
国
際
究
流
協
会
、

我
孫
子
市

圃
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

(
A

I
R
A
)
事
務
局
宮
7
1
8
3
・
1

2
3
1
 

(チドリ目カモメ科)

ユ
リ
カ
モ
メ
は
小
型
の
カ
モ
メ

で
、
赤
い
く
ち
ば
し
と
あ
し
が
特

徴
で
す
。
カ
モ
メ
の
仲
間
は
一
般

に
沿
海
を
生
活
場
所
と
し
て
い
ま

す
が
、
ユ
リ
カ
モ
メ
は
内
陸
の
湖

沼
、
河
川
に
も
入
り
ま
す
。

手
賀
沼
で
は
叩
月
か
ら
4
月
の

聞
に
よ
く
見
ら
れ
る
冬
烏
で
す
。

群
れ
を
つ
く
り

「
ギ
ッ

I
、
ギ
ヤ

l
」
と
し
わ
が
れ
た
声
で
な
き
、

水
面
に
浮
い
て
、
簡
を
と
っ
た
り
、

上
空
か
ら
く
ち
ば
し
で
つ
ま
み

と
っ
た
り
し
ま
す
。
雑
食
恒
で

ぜ
き
つ
い

見
虫
や
無
脊
椎
動
物
、
死
肉
、

果
実
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

牢
け
に
よ
く
集
ま
り
、
オ

オ
パ
ン
や
カ
モ
と
餌
を
取
り
合

あ
り
わ
ら
の
な
り

う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
在
原
業

口
ら平

の

「伊
勢
物
部
巴
に
記
さ
れ

た

「
都
鳥
(
み
や
こ
ど
り
こ

と
は
ユ
リ
カ
モ
メ
の
こ
と
だ
っ

た
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か

ら
ユ
リ
カ
モ
メ
は
身
近
な
烏
だ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

11月27日(日)アビスタなどで

健康フェア
2005 

日

程

日
月
幻
日
側

場
所
ア
ピ
ス
タ
(
屋
外
ニ
ュ
ー
ス

ポ
I
ツ
体
験
、
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

は
手
賀
沼
公
園
)

講
演
会

l
l
l
u

①
基
調
講
演

「早
期
ガ
ン
講
演
会
i

般
に
貯
つ
た
め
に
」
市
川
平
三
郎
さ

ん
(
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
)

.--m時
1
日
時
初
分

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
い

き
い
き
市
民
活
動
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
」
森
谷
良
三
さ
ん

(N
P
O法

人
デ
イ
ヘ
ル
プ
理
事
長
)
、
和
田
三

千
代
さ
ん
(
我
孫
子
市
消
費
者
の
会

代
表
)
、
渡
遁
毅
さ
ん

(N
P
O
法

人
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
理
事
長
)
i
U時

i
U時
初
分

③

「女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
講

演
会
」
小
西
明
美
さ
ん
(
小
張
総
合

病
院
健
康
管
理
部
部
長
)
;
日
時
S

M
時
却
分

健
康
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
体
愉
〕

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予
防
コ
ー
ナ

ー
・:叩
時
i
日
時

体
験
コ
ー
ナ
ー

1
1
1
U
U

体
力
測
定

:-m時
1
日
時
、
屋
外
ニ

ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
体
験

:-m時
1
日
時

~賀j881れあい与え;=__fJ，

(
雨
天
中
止
)
、
屋
内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
・・・日
時
却
分
1
日
時
初
分
、

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
:
・①
叩
時

s
u

時
②
日
時

1
日
時
(
雨
天
中
止
)
、

己
負
王
う

自
彊
術
・・・ロ
時
却
分

1
日
時
却
分
、

親
子
料
理
教
室
(
小
学
校
1
1
3年

生
の
親
子
ロ
組
・
-
組
1
0
0
0
円・

要
申
し
込
み
)
i
m時
却
分
i
U時

健
診
・
相
談

i
ぃ

健
康
相
談
・
歯
科
健
診
・
禁
煙
相
談

j
m時
i
ロ
時
・
日
時
1
日
時

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

ー
い

落
語
(
山
遊
亭
金
太
郎
さ
ん
ほ
か
)

:
・
日
時

i
u時
、
模
擬
庖

:-m時
i

日
時
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
:
・
日
時
却

分
i
U時
初
分
(
雨
天
中
止
)
、
忍

者
ご
っ
こ
:
・①
叩
時

S
U時
②
日
時

1
日
時
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く
り
;
ロ

時
i
u時
(
雨
天
中
止
)
ほ
か

参
加
費
無
料
(
親
子
料
理
教
室
の

み
有
料
)

申
し
込
み

親
子
料
理
教
室
の
み
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
親
子
の
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月
初
日
必

着
で
一
T
2
7
O
l
l
l
3
2保
健
セ

ン
タ
ー
へ
(
応
募
多
数
時
は
抽
選
)

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

日時 11月27日(日)午前8時から受け
付け、 9時30分スター卜(雨天実施、

荒天中止)

集合場所手賀沼公園多目的広場

コースと距離 下表参照

参加費事前…300円、当日…400

円(小学生以下はいずれも 100円)

申し込み事前・指定用紙(市役所、

各行政サービスセンター・公民館・近

隣センター、市民体育館、行政連絡所、

保健センター、市内各郵便局に用意)

で参加費を郵便振替し、受領書を当日

持参当日・集合場所で受け付け

固保健センターft7185-1126

Vコースと距離

3剛志評jzthZ3ES
コ 手賀沼公園→柏ふるさと

10km公園→道の駅しようなん
l →手賀大橋→手賀沼公園

ス 手賀沼公園→柏ふるさと
20k 公園→道の駅しようなん

m→フィッシングセンター
→手賀沼公園

昭
和
初
年
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

作
業
小
屋
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

市
で
は
、
開
発
戸
・
都
部
の
谷
津

を
舞
台
に
、
昭
和
初
年
代
の
農
村
環

境
の
復
元
を
め
ざ
す
谷
津
ミ
ュ

I
ジ

ア
ム
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

田
ん
ぽ
広
場
整
備
予
定
地
に
建
設

を
予
定
し
て
い
る
作
業
小
屋
の
外
観

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定
①
昭
和
初
年
代
の
作
業

小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
デ
ザ
イ

ン

②

A
4
判
の
白
紙
を
横
長
に
使

用
③
彩
色
や
画
材
は
自
由

(
C
G

も
可
)
④
絵
の
裏
面
に
作
品
の
制

作
意
図
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
(
学
校
名
・
学
年
)
、
連
絡
先
を

明
記
⑤
応
募
は
1
人
1
点

※
採
用
作
品
は
補
作
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
著
作
権

な
ど
の
権
利
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

申
し
込
み
ロ
月
5
日
側
午
後
5
時

必
着
で
一
T
2
7
o
l
l
l
9
2
市
役

所
手
賀
沼
謀
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
(
持
参
は
平
日
の
み
)

。
現
地
蹴
明
会

日
時
・
集
会
場
所
日
月
四
日
出
午

前
日
時
か
ら
、
中
央
学
院
高
校
入
口

時
計
前
(
小
雨
実
施
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
課

・
内
線
4
6
4
へ
(
現
地
説
明
会
は

申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
中
止
)

野菜や花を育ててみませんか

市民農園の
刺岡J奮を募集

家
族
で
野
菜
づ
く
り
や
花
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
区
画
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民

農
園
:
・侶
区
画
、
浅
間
前
新
田
市
民

農
園

:
1
1
2区
画
(
い
ず
れ
も
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

対
象

市
内
在
住
の
方
(
高
野
山
ふ

れ
あ
い
市
民
農
園
A
S
I区
画
を
現

在
利
用
し
て
い
る
方
を
除
く
)

※
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
を
現

在
利
用
し
て
い
る
方
が
再
度
当
選
し

た
場
合
は
、
引
き
続
き
同
区
画
を
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
侃
年
4
月
1
日
か
ら
侃

年
3
月
初
日

区
画
由
積
初
ぱ

(
5
m
×
6
m
)

使
用
料

年
額
9
0
0
0
円

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
(
応
募
は

1
世
帯
1
枚
に
限
ヲ
β
な
に
利
用
希
望

農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
、
現
在
市
民
農
園
を
利
用
し

て
い
る
方
は
区
画
番
号
、
返
信
面
に

あ
て
先
を
明
記
し
、
ロ
月
1
日
消
印

有
効
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2市
役

所
農
政
課
(
住
所
省
略
可
)
へ

圃
農
政
課
・
内
線
5
1
2

携帯電話で利用できます〔エレベーター・エスカレーター】

布佐駅東日への設置工事にご協力を +119番通報を消防本部で直接受信
携帯電話からの 119番通報は、これまで松

戸市消防局で受信してから我孫子市ヘ転送さ

れるシステムでしたが、直接市の消防本部で

受信できるようになりました。

ただし、携帯電話は途中で通信が切断され

る可能性があるため、緊急の通報はなるべく

家庭内の電話か公衆電話をご利用ください。

電波の状況により他市で受信される場合が

ありますが、住所や氏名、電話番号、内容を

伝えてください。すぐ本市ヘ転送されます。

固消防本部通信室含7184・0119

@メール配信サービスの登録・削除

防犯・防災情報や不審者情報、防災行政無

線の放送内容をメールで配信する「メール配

信サービスJの登録・削除が、携帯サイトか

らもできるようになりました。

燐帯サイト?ドレス http://www.city.abiko. 

chiba.jp/data/i/index.htm CQRコードは下)

10月末日現在の登録件数は、次のとおりです。

*防災・防犯情報..1003件

*不審者情報..892件
*防災無線情報..740件

固 広報室ft7185-1269 

けしますが、ご協力をお願いします。

なお、工事の終了は06年3月末
を予定しています。

圏実通整備果・内線297

人にやさしい駅整備を進めている

市では、 11月4日から布佐駅東口

のエレベーターとエスカレーターの

設置工事を行っています。

設置する昇降設情は、車いす対応

型の 11人乗りエレベーター1基と
工ス力レーター1基で、視覚障害の

ある方が安心して駅を利用できるよ

う、点字誘導ブロックと音声誘導装

置も整情します。

利用者の皆さんにはご迷惑をおか

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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略 黒
しはタ
て 市 イ
し、 σコト
ま 後 Jレ
す 援 が
。 、色

補 付
助 き
団の
体も
のの
!a'毛
李市
す笠
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』ノ、'
4包 A

i貢庁
白書
は理

費量
2玉
三三
省 、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

み
ん
な
で
焼
い
た
土
器
展
示
会

.. -
日
日
月
日
日
ω
i
M日
同

所
ア
ピ

ス
タ

内
わ
ん
ぱ
く
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
小
学
生
お
人
が
我
孫
子
の
粘

土
を
使
っ
て
作
成
し
、
焚
き
火
で
焼

い
た
土
器
の
展
示

圃
教
育
委
員
会

文
化
課
宮
7
1
8
5
・
1
5
8
3

※
わ
ん
ぱ
く
ス
ク
ー
ル
で
は
、
毎
月

第
2
土
曜
日
を
中
心
に
市
内
小
掌
生

を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

め
る
へ
ん
文
庫
創
設
5
周
年
記
念

明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
濃
部
演
奏
会

日
ロ
月
4
日
冊
目
時
開
演

所
市
民

会
館

内
第
1
部
古
典
音
楽
:・「
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
ほ
か
、
第
2

部
・
懐
か
し
の
日
本
の
名
曲
:・
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
ー
よ
り

「丘
を
越
え
て
」
・

「
影
を
慕
い
て
」
ほ
か
、
第

3
部
・

世
界
音
楽
紀
行
:・
洋
楽
ヒ
ッ
ト
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
ほ
か
費
自
由
席
2
0
0

0
円

入
場
券
販
売
所
市
民
会
館
売

庖
ひ
ろ
が
り
、
弥
生
軒
(
我
孫
子
駅

南
口
)
、
す
ば
る
書
庖
(
我
孫
子
駅

南
口
)
、
荒
井
書
庖
(
天
王
台
駅
南

口
)
、
東
京
事
務
器
(
湖
北
駅
南
口
)
、

森
田
屋
書
庖
(
布
佐
)
ほ
か
主
明

治
大
学
校
友
会
我
孫
子
地
域
支
部
、

我
孫
子
市

圃
事
務
局
・
関

g
m
7

1
8
3
・
3
9
6
6

第
臼
回
プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

「お
子
様
も
楽
し
め
ま
す

1
」

日
ロ
月
日
日
回
目
時
開
演

所
市
民

プ
ラ
ザ

曲
目
ガ
ボ
ッ
ト
1
管
弦
楽

" 
怠第 1153号

日
・
:
日
時

所
・・・場所

組
曲
第

3
番
よ
り

5
(
バ
ッ
ハ
)
、

ト
ト
ロ
の
森
の
も
の
が
た
り
(
久
石

韻)、

「動
物
の
謝
肉
祭
」
よ
り

「化

石
」
(
サ
ン
・
サ
l
ン
ス
)
、
フ
ル
ー

ト
四
重
奏
(
デ
ユ
ボ
ワ
)
ほ
か

出

村
山
玲
子
さ
ん
、
柏
原
郁
代
さ
ん
(
マ

リ
ン
バ
、
リ
コ
ー
ダ
l
、
ピ
ア
ノ
)
、

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ペ
ン
ユ
イ

l
ル
。
(
植
村
順
子
さ
ん
、
桑
原
知

樹
さ
ん
、
中
丸
雄
一
郎
さ
ん
、
元
木

啓
明
さ
ん
)

対
当
日
先
着
1
3
0

入

費

無

料

圃
教
育
委
員
会
文
化

課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
1

第
惜
回
障
害
者
児
の
た
め
の

フ
レ
ン
ド
リ
l
シ
ア
タ
ー

日
ロ
月
9
日
働
U
時
開
演
、
凶
日
回

目
時
加
分
開
演

所
野
田
市
文
化
会

館

内
オ
ペ
レ
ッ
タ

「
プ
レ
l
メ
ン

の
音
楽
隊
」

(ア
l
ツ
・
カ
ン
パ
ニ

ー
制
作
)
費
無
料
(
全
席
自
由
)

圃
障
害
者
児
と
共
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
観
る
実
行
委
員
会
・
中
村
宮
7
1

3
2
・
3
8
8
3

ア
ピ
イ
ク
オ
l
レ
特
別
イ
ベ
ン
ト

な
つ
か
し
い
日
本
の
歌

日
日
月
初
日
冊
目
時

S

所
ア
ピ
イ

ホ
l
ル

内
な
つ
か
し
い
日
本
の
歌

(
唱
歌
・
童
謡
)
を
ご
一
緒
に
歌
い

ま
し
ょ
う
費
無
料

圃
ア
ピ
イ
ク

オ
l
レ
宮
7
1
8
2
・
1
3
5
1

コ
l
ル
・
ピ
ュ
ア

サ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

日
日
月
訂
日
制
U
時
開
演

所
ア
ミ

ユ
ゼ
柏

内

T
o
k
y
o物
語
(
「東

京
の
花
売
り
娘
」
「
お
祭
り
マ
ン
ボ
」

ほ
か
メ
ド
レ
ー
)
、

「愛
す
る
も
の
の

た
め
に
う
た
う
歌
」
(
松
下
耕
)
ほ

か

出
鈴
木
静
子
さ
ん
(
指
揮
)
、

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

小
松
千
陽
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
、
コ

l
ル・

ピ
ュ
ア
(
コ
ー
ラ
ス
)
費
9
0
0

円
(
全
席
自
由
)

圃
阿
部
宮
7
1

8
4
・
0
0
9
3

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ

日
ロ
月
口
日
回
目
時
却
分

sm時

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
先

着
1
0
0
入

費

1
0
0
0
円
(
軽

食
、
ド
リ
ン
ク
付
き
)
チ
ケ
ッ
ト

壁
百
月
ロ
日
出
よ
り
同
セ
ン
タ
ー

に
て

圃
天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
宮
7
1
8
2
・
9
9
8
8

け
や
き
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
2
固
定
期
演
奏
会

日
ロ
月
3
日
出
口
時
開
漬

所
市
民

会
館

曲
目
小
組
曲
(
ド
ビ
ュ
ッ
シ

ー
)
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
キ
ヤ
ツ
ツ
。

メ
ド
レ
ー
ほ
か

出
松
田
恵
次
さ
ん
、

宮
下
研
也
さ
ん
(
指
揮
)
費
無
料

(
全
席
自
由
)

圃
中
島
宮
7
1
8
8

.
5
6
2
4
 

第
4
回
身

障
者
セ
ン
タ
ー

お
楽
し
み
会

日
日
月
却
日

ω日
時

1
日
時
加
分

所
ア
ピ
ス
タ

内
マ
ン
ド
リ
ン
、
ウ

エ
ス
タ
ン
バ
ン
ド
、
親
子
バ
ン
ド
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
(
セ
ン
タ
ー
の
習
字
・

絵
画
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
も
あ

り
)

対
当
日
先
着
白
人
費
無
料

圃
身
障
者
セ
ン
タ
ー
-
こ
ぴ
あ
宮
7

1
8
8
・
0
1
4
1

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

第
お
回
我
孫
子
市

オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
ロ
月
お
日
鯛
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
種
目

一
般
男
女
別
シ

ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
費
シ
ン
グ

ル
ス

6
0
0
円
(
市
内
小
・
中
学
生

2
0
0
円
)
、
ダ
ブ
ル
ス

1
2
0
0

円
(
市
内
小
・
中
学
生
4
0
0
円
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、

団
体
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ロ
月
2
日
必
着
で
〒
2

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

7
o
l
-
-
6
4
つ
く
し
野
3
の
四

の
3
0
3
中
山
妙
子
宮
7
1
8
2
・

所
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場

内
や
き

い
も

対
O
歳
児
1
幼
児
(
親
子
で
)

費
回
円
(
い
も
代
と
し
て
)
持
お

子
さ
ん
の
飲
み
物

圃
社
会
福
祉
協

議
会
宮
7
1
8
4
・
1
5
3
9

第

ω回
史
跡
文
学
散
歩

日
本
民
芸
館
を
訪
ね
る

日
日
月
幻
日
制
8
時
初
分
我
孫
子
駅

改
札
内
集
合
(
小
雨
実
施
)
〈
千
代

田
線

6
8
0
円
乗
車
券
購
入
の
こ

と
)

内
日
本
民
芸
館
に
て
主
任
学

芸
員
尾
久
彰
三
さ
ん
の
解
説
で
展
示

見

学

費

7
0
0
円
、
会
員
5
0
0

円
(
資
料
代
含
む
)

申
・
圃
電
話

か
フ
ア
ク
ス
で
日
月
お
日
ま
で
に
概

に
し西

宮
問

7
1
8
2
・
9
5
5
4

3
1
7
7
 

鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト
2

占
黙
の
素
材
で
工
作
し
よ
う

s

日
日
月
お
日
嗣
①
日
時
i
ロ
時
②
日

時

5
日
時

所
鳥
の
博
物
館

内
材

木
の
切
れ
端
や
木
の
実
、
鳥
の
羽
な

ど
を
使
っ
て
、
ペ
ン
立
て
や
プ
レ
ス

レ
ツ
ト
な
ど
を
工
作

対
小
学
生
以

上
費
無
料
(
た
だ
し
、
入
館
料
が

か
か
り
ま
す
。
小
・
中
学
生
は
祝
祭

日
無
料
)

圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1

8
5
・
2
2
1
2

ひ
と
り
親
家
庭
の

親

子

ク

リ

ス

マ

ス

会

日
ロ
月
日
日
岡
山
時
i
U時

所
ア

ビ
ス
タ

内
ク
リ
ス
マ
ス
会

対
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
、
先
着
1
0
0

日
日
月
お
日
開
9
時
我
孫
子
駅
改
札

入
費
無
料
主
我
孫
子
市
母
子
寡
内
集
合
(
雨
天
中
止
)
〈
千
代
田
線

婦
福
祉
会
(
す
ず
ら
ん
の
会
)
、
我
日
比
谷
駅
ま
で
の
切
符
を
購
入
の
こ

孫
子
市

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
と
)

内
「
赤
レ
ン
ガ
法
務
省
旧

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
本
館
見
学
と
皇
居
堀
端
を
歩
く
」
鹿

ロ
月
5
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
l
l

鳴
館
跡
、
日
比
谷
公
園
、
法
務
省
、

9
2
市
役
所
保
育
課
児
童
家
庭
担
率
一
桜
田
門
、
国
会
議
事
堂
(
参
議
院
)

(
住
所
省
略
可
)
・
内
線
4
4
7

費
8
0
0
円
(
資
料
代
を
含
む
)

赤
十
字
救
急
法

講

習

会

申

・

圃

電
話
で
日
月
お
固
ま
で
に
越

(赤
十
字
奉
仕
団

一
日
赤
十
字
)

岡

宮
7
1
8
4
・
2
0
4
7

日
ロ
月
6
日

ω日
時

1
日
即
時

所
湖

あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
心
肺
釈
恥
一

サ

ー

ク

ル

講

演

会

法
講
習
、
三
角
巾
講
習

対
先
着
初

日
ロ
月
3
日
出
U
時

5
日即時

所
ア

入

費

無

料

申
・
圃
電
話
で
生
活
ピ
ス
タ

内
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の

支
榎
課
・
内
線
3
7
7

信
仰
と
く
ら
し
」
、
講
師
・:
山
岸
智

認
知
症

(痴
ほ
う
)
の
方
の

子
さ
ん
(
明
治
大
学
助
教
授
)

対

家
族
の
集
い

先
着
1
4
0
入

費

無

料

申
・
圃

日
日
月
M
日
同
日
時
加
分

1
日
時
初
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
萩
原
告
陥
7
1

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

8
4
・
1
3
8
6

法
や
日
頃
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
情

湖
北
台
地
区
ま
ち
.つ
く
り
協
臓
会

報
交
換

対
認
知
症
(
痴
ほ
う
)
の

健

康

教

室
③

④

方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
費
1
1

③
日
日
月
幻
日
冊
目
時
記
分
i
M時

0
円
(
お
茶
代
)

圃
介

護

支

援

課

目

分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

内
喫
煙
病
、
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
が

司
一つ
司
副
割
凶
I
l
l
1
1」

ん
に
つ
い
て
・
講
師
:
星
野
哲
夫
さ

一

や

き

い

も

大

会

一

ん
、
乳
が
ん
の
話
・
講
師
:
・
星
野
芳

日
日
月
幻
日
冊
目
時
1
ロ

時

(

雨

天

江

さ

ん

④

日
ロ
月
4
日
制
9
時
お

中
止
、
い
も
が
な
く
な
り
次
第
終
了
)
分

1
日
時
加
分

所
湖
北
台
近
隣
セ

持
・
:
持
参

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

江
戸
東
京
史
跡
文
学
散
歩

ン
タ
l

内
肥
満
解
消
の
た
め
の
調

理
実
習
・
講
師
・:
市
栄
養
士
、
内
臓

脂
肪
と
生
活
習
慣
病
・
講
師
:・
岡
野

耕
三
さ
ん

対
肥
満
で
お
悩
み
の
方
、

先
着
目
人
費
無
料

申
・
圃
電
話

で
日
月
口
日
日
時
か
ら
湖
北
台
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
包
7
1
8
7
・

t
ム
胃
ょ
っ
斗
つ
斗

シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

①
ふ
す
ま

・
陣
子
・
網
戸
張
り
替
え

講
座
・
:
日
ロ
月
中
の
日
日
間
9
時
1

日
時

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
(
つ
つ
じ
荘
隣
り
)

対

ω

歳

5
日
歳
の
方
、

6
人
(
応
募
者
多

数
時
抽
選
)

持
エ
プ
ロ
ン
、
昼
食

②
植
木
管
理
基
礎
講
座
・
:
日
ロ
月
7

日
制
・

8
日
同
9
時

1
日
時
(
全
2

回
)

所
①
と
同
じ

対

ω歳
S
臼

歳
の
方
、
先
着
却
人

持
作
業
に
適

し
た
服
装
、
昼
食
費
①
②
と
も
無

料

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
講
座

1
枚
)
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
あ
て

先
を
明
記
し
、
日
月
お
日
必
着
で
〒

2
7
o
l
l
l
2
1
中
峠
2
6
0
7

個
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
8
8
・
2
2
0
0

ぼ
し
ゅ
う

社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員

勤
務
日
時
ω
i出
の
週
5
日、

9
時

S
U時

勤
務
場
所
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容
会
員

同
士
の
コ

l
デ
ィ
ネ
1
ト
業
務
と
一

般
事
務

対
保
育
士
か
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
持
つ
方
、
ま
た
は
子
育
て

経
験
の
あ
る
方
で
運
転
免
許
を
持
ち
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
て
い
る
方
、

-

入

賞

金
日
給
6
5
0
0
円
、
通

勤
手
当
別
途
支
給

申
・
圃
日
月
お

日
ま
で
に
履
歴
舎
を
直
接
社
会
福
祉

協
議
会
へ
持
参
宮
7
1
8
4
・
1
5

3
9
 

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

CI環扇扇Eこ行こうヨ目立総合経営研修所庭園公開 A
環境にやさしい事業活動を展開している模

範事業所として、日本電気株式会社 (NEC)

の見学会を開催します。

日時 11月26日凶午前10時から正午

場所 日本電気株式会社我課子事業場内 (日

の出1131番地)、無料駐車場あり

集合場所 NECクラブハウス内ロビー

内容 NEC力噸り組んでいる環境にやさしい

事業活動の紹介、 事業場内見学(建物内・ 外

の資源分別置き場、生ごみ処理機ほか)

参加費無料

申し込み・固電話で11月24日までに手賀

沼諜・ 内線462ヘ。

， 
れます。

主催 我孫子の景観を育てる会

申し込み不要(直接会場ヘ)

固 瀧津87182-6577(午前10聞から午後6時)

、 ~I

日時・蝿所 11月27日間東我孫子駅から午前10閏スター卜

(雨天の場合は12月3自国)
コース 旧水戸街道と一里塚→我弼子ゴルフ倶楽部→岡発

戸市民の森→滝前不動尊→八幡神社→目立総合経営研修;pJT

(庭園公開中)

参加費 300円(資料代)、庭園への入国は別途100円
主催 あぴこガイドクラブ

申し込み・固電話で11月22日までに栗田ft7183・5907

秋の散策ー(束我孫子・高野山コース)

季秋の一目、目立総合経営研修所のご好意で、同研修所の

庭園の一部を公開します。準備運営は市民が協力し、 「企業

個人力可維持する建物、 庭、緑地を地域の資源として、 周辺の

皆さんと一緒に理解し支えていこうJという趣旨で行います。

日時 11月27日(日)午前10聞から午後4時(受け付けは午後

3閉まで) (雨天の場合は12月3日出)
場所 目立総合経営研修所(高野山、我課子中学校前)

※駐車場はありません。

※ペッ ト、飲食物の持ち込みはできません。

内容 同研修所の庭園を公開、フルートとコ力リナの演奏、

茶亭 「ほととぎすJなどでの茶菓のサービス、先着500人の
方に四季のしおり、 工コたい肥をプレゼン卜。

参加費 100円(小学生以下無料)

※庭園公開運営費として我孫子の景観を膏てる会に納入さ

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校Jの事業です。



第 1153号

環
境
審
議
会
委
員

任
期
侃
年
1
月
幻
日
か
ら
2
年
間

内
こ
れ
か
ら
の
環
境
行
政
の
基
本
的

な
事
項
を
調
査
・
審
議
報
酬
審
議

会
出
席
1
回
に
つ
き
7
0
0
0
円

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

(
市
の
他
の
審
議
会
委
員
な
ど
に
現

在
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
)
募
集

人
員
3
人
選
考
方
法
選
考
委
員
会

に
よ
り
選
定
申
・
圃
「
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
市
民

の
役
割
に
つ
い
て
」
を
テ
l
マ
に
8

0
0
字
以
内
で
意
見
を
ま
と
め
、
別

紙
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
あ
れ
ば
所

属
団
体
名
・
資
格
を
明
記
し
、
ロ
月

ロ
日
消
印
有
効
で
手
賀
沼
謀
・
内
線

4
6
2
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
さ
れ
た
原
稿
は
、
公
表
・
返

却
し
ま
せ
ん
。

.. -iI 

産
休
代
替
保
健
師

窃(9) 2005.11.16 
。， 

相
談
業
務
経
験
の
あ
る
保
健
師
、
-

人
募
集
期
限
日
月
辺
日

※
申
し
込
み
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1

2
6
へ。

喫
茶
ぷ
ら
っ
と

ス
タ
ッ
フ
募
集
説
明
会

日
日
月
却
日

ω日
時
i

所
ア
ピ
ス

タ
内
内
喫
茶
ぶ
ら
つ
と
ス
タ
ッ
フ

募
集
の
説
明
勤
務
内
容
知
的
障
害

者
が
働
く
喫
茶
で
、
運
営
な
ど
の
お

手
伝
い
勤
務
場
所
ア
ピ
ス
タ
内
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
賃
金
時
給
8
0
0
円

募
集
人
員
1
人

持

履

歴

書

園

小

口
宮
7
1
8
4
・
6
8
5
2

m年
度

千
葉
県
生
涯
大
学
校
入
学
生

願
書
受
付
期
限
ロ
月
お
日
(
国
・
側
・

鯛
除
く
)
対
県
内
在
住
の

ω歳
以

上
の
方
で
、
学
習
の
成
果
を
地
域
活

動
で
役
立
て
る
な
ど
、
社
会
参
加
意

欲
の
あ
る
方
、
一
般
課
程
1
4
3
5

人
、
通
信
課
程
5
0
0
人
、
専
攻
課

程
5
8
0
人

※
授
業
料
な
ど
詳
し
く
は
、

県
生
涯

大
学
校
事
務
局
宮
0
4
3
・
2
6
6
・

4
7
0
5
へ
。
(
願
書
は
介
護
支
援
謀
、

ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地
区
公
民
館
に
)

。。

み
や
に
し

宮
西

だ

い

ち

大
地
ち
ゃ
ん

(
久
寺
家
・

1
歳
3
カ
月
)

外
遊
び
ガ
大
路
き
れ
あ
ん
よ
ガ

上
手
巴
な
り
、
毎
日
あ
散
歩
や
公

園
で
遊
び
元
気
一
杯
で
す
。

お
し
ら
ぜ

我
孫
子
市
議
会
臨
時
会

日
日
月
時
日
働
日
時
所
我
孫
子
市

議
会
議
事
堂
付
積
事
件
人
事
院
勧

告
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
圃
議
会

事
務
局
・
内
線
2
6
0

定
例
教
育
委
員
会

日
日
月
お
日
働
時
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室
内
日
月
四
日
働

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

刊
月
ゆ
日
は
新
木
小
学
校

図
書
室
利
用
で
き
ま
せ
ん

日
月
四
日
出
は
学
校
行
事
の
た
め
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
圃
教
育
委
員

会
総
務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

献
血
に
ご
協
力
を

イ
ギ
リ
ス
渡
航
歴
の
あ
る
方
へ
の

献
血
制
限
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
全

国
的
に
輸
血
用
血
液
在
庫
量
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
献
血
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 5昭/2

水質環境基準 (C0 D値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12 r昭/~年平均目標COD値

平成17年10月手、賀月平均COD値 7.5略/2採水場所: 沼公園沖

平成16年10月、月平均COD値
8.9 rrg /2 

採水場所:手賀沼公園沖

日
ロ
月
1
日
同
9
時
初
分

i
u時
記

分
、
日
時
5
日
時
却
分
所
市
役
所

1
階
ロ
ピ

I

対
体
重
:
・
男
性
記
均

以
上
・
女
性
mw
均
以
上
、
年
齢
:
・
日

iω
歳
(
臼
歳
以
上
の
方
は
、

ω
i

u
M
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)
、

持
献
血
手
帳
、
身
分
証
明
書
(
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
)
圃
生
活

支
援
課
・
内
線
3
7
7

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
般
会

日
ロ
月
3
日
回
目
時
i
日

時

所

流

山
市
初
石
公
民
館
内
適
切
で
円
滑

な
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
・
運
営
を
期
す

る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ

る
無
料
の
個
別
相
談
会
対
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
役
員
、
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
関
係
者
な
ど
、
先
着
8
組
(
1

組
却
分
)
費
無
料
申
・
圃
電
話

で
日
月
四
日
働
か
ら
千
葉
県
住
宅
課

住
宅
建
設
支
援
室
宮
0
4
3
・
2
2

qu
・
qu
つ臼つ臼
Q
d

戦
没
者
等
の
ご
温
旗
の
皆
さ
ま
へ

第
8
回
特
別
弔
塁
茅
支
給
さ
れ
ま
す

対
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
侃
年
4
月
1
固
ま
で
に
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
護
権
を
取
得
し
た
方
②
戦

没
者
等
の
子
③
戦
没
者
等
と
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
④
右
記
③
以
外
の
父

母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
安
担

記
①
S
④
臥
外
の
三
親
等
内
の
親
族

支
給
額
額
面

ω万
円
(
凶
年
償
還
の

記
名
国
債
)
請
求
期
間
侶
年
4
月

1
日
1
侃
年
3
月
白
日

※
請
求
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
生

活
支
援
謀
・
内
線
3
7
7
へ。

第

6
固
「
ち
ぱ
環
撞
再
生
基
金
」

公
募
助
成

ふ
る
さ
と
千
葉
県
の
自
然
環
境
の

保
全
と
再
生
の
た
め
、

N
P
Oな
ど

が
千
葉
県
内
で
行
う
活
動
に
対
し
て

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
期
間
ロ
月
1
日
同
i
m日
制

対
象
活
動
①
自
然
環
境
の
保
全

・
再

生
⑦
訴
験
的
環
境
学
習
③
省
資
源
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
事
業
の
実
施
期

間
侃
年
4
月
1
日
j
m
w
年
3
月
旦
日

助
成
金
額
助
成
対
象
経
費
の
2
分
の

l
以
内
か
印
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い

額
を
限
度
と
す
る

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

制
千
葉
県
環
境
財
団
環
境
再
生
基
金

チ
l
ム
宮
0
4
3
・
2
4
6
・
2
0

9
1
へ。

個
人
事
業
税
の
納
期

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
期
限

は
日
月
初
日
で
す
。

納
付
舎
は
日
月
中
句
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
税
は
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
便
利

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・iIil月 31日現在)

10月の発生件数 57件
今年の発生件数(1月-) 521件
前年同期比 -1件

10月の死者数 0人
今年の死者数 8人
前年同期比 +7人

10月の負傷者数 66人
今年の負傷者数 640人
前年同期比 -25人

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
柏
県
税
事
肇
尉
官
7

1
4
7
・
1
2
3
1
へ。

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

普
察
で
は
、
重
大
な
犯
罪
を
行
っ

て
逃
走
中
の
指
名
手
配
被
疑
者
を
逮

捕
す
る
た
め
、
日
月
は
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
次
の
よ
う
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
「
事
件
か
な
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ

ず
1
1
0番
!

。
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

は
積
極
的
に
通
報
を
!

。
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
!

。
被
害
に
あ
っ
た
と
き
に
は
必
ず
届

け
出
を
!

※
連
絡
は
1
1
0
番
か
、
最
寄
り
の

嘗
察
署
・
交
番
へ
。
な
お
、
オ
ウ
ム

真
理
教
特
別
手
配
に
つ
い
て
の
情
報

は、

0
1
2
0
・
0
0
6
0
2
4
へ。

不
周
回
目
情
報

1 5 <<:j) 6 cm <<:j) 11 
8 5 無 6 x 有髄
2 cm事.5 80来十り

×で 2cmでま
6 1 :す
6 2 ホ 傘令 市 11
5 0 額木額
2 cm縁 宮 縁

~ 7 ~ 
鈴和 1 洋
木額 8 額
宮 ~ 2 ~ 
7 1 ・ 97

"
語
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無
料
で

ホ
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
一
式

(
5
1
6人
用
)
:
・渡

辺
宮
7
1
0
5
・
0
3
7
0

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
8
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

このコーナーに掲載を希望する方は、

広報掲輯依頼書(市役所広報室に用意

または我孫子市のホームページからダ

ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲麓希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。

掲離する内容はイぺント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。

圃広報室倉7185-1269

公共施設利用の活動let、優先的に

錫所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費

‘' 

勤
務
期
間
ロ
月
5
日
か
ら
1
年
間

勤
務
時
間
開

s働
8
時
却
分
S
U時

動
務
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
賃
金
時

給
1
3
6
0
円
、
通
勤
手
当
別
途
支

給
対
乳
幼
児
健
診
・
妊
婦
な
ど
の

命

wgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

森
口
舞
衣
ち
ゃ
ん

(
若
松
・

1
歳
5
カ
月
)

名
前
の
と
お
り
「
舎
が
ぺ
l
ス」

何
事
巴
も
興
暁
斡
句
。

ス
ク
ス
ク
、
ブ
ク
ブ
ク
感
長
中
!

講
演
・
催
し

事
首
都
酷
暴
露
砂
日
月

四
日
働
時
時
却
分
i
。
白
樺
文
学
館
。

「宮
崎
の
新
し
き
村
を
訪
ね
て
」
、

講
師
:
・馬
場
昭
道
さ
ん
(
市
内
真
栄

寺
住
職
)
。
先
着
お
人
。

1
0
0
0

円
。
白
樺
文
学
館
宮
7
1
6
9
・
8

4
6
8
 

V
家
事
と
家
計
の
講
習
会
日
月
M

日
同
日
時
i
U
時
。
天
王
台
北
近
セ
。

家
事
上
手
・
家
計
上
手
に
な
る
ヒ
ン

ト
を
発
表
・
展
示
で
。
白
人
。

4
0

0
円
。
託
児
却
人

(
2
0
0
円
・
要

予
約
)
あ
り
。
全
国
友
の
会
・
我
孫

子
・
庭
野
宮
7
1
8
5
・
3
5
1
7

!
2
2
 

V
藤
間
流

(
紫
派
)

4

彩
の
会
修
練
会

ロ
月
日
日
回
目
時
初
分
間
演
。
湖
北

地
区
公
民
館
。
無
料
。
藤
間
宮
7
1

8
7
・
2
9
1
3

V
こ
こ
ろ
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

「
ス
ト

レ
ス
解
消
と
う
つ
病
の
予
防
」
ロ

月
日
日
回
目
時
却
分

i
u時
却
分
。

ア
ピ
ス
タ
。
ス
ト
レ
ス
解
消
と
心
の

恥付加

「う
つ
病
」
の
予
防
を
わ
か
り

易
く
解
説
。

mw
人。

5
0
0
円
。
杉

本
宮
町
7
1
8
4
・
8
2
0
2

V
人
形
劇
鑑
賞
会
ロ
月
2
日
働
時

時
加
分
開
演
。
柏
市
民
文
化
会
館
。

「
わ
ん
ぱ
く
ス
サ
ノ
オ
の
大
蛇
退
治
」、

出
演
;
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
-

ひ
と
み
。

2
0
0
0
円
、
ペ
ア
(
前
売

り
の
み
)
3
5
0
0
円
。
あ
ぴ
こ
子

ど
も
劇
場
宮
7
1
8
8
・
9
0
7
8

V
花
の
輪
・
人
の
輪

5
み
ん
な
の
花

展
(
小
原
流
・
:
柏
・
我
孫
子
・
流
山

・
野
田
)
日
月
お
日
出
口
時
却
分

i
m時
・
幻
日
側
9
時
却
分

i
u時。

ア
ミ
ュ
ゼ
殉
テ
I
マ

「白
・
花
あ

か
り
」
。
無
料
。
斉
藤
宮
7
1
8
3

.
1
6
4
5
 

会
員
・
仲
間
募
集

V
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
つ
て
な
に
?
体

験
入
団
日
月
お
日
鯛
U
時
i
M時。

久
寺
家
近
セ
。

「五
感
を
使
っ
て
遊

ぼ
う
」
。

ω年
度
満
5
歳
S
小
学
校

6
年
生
の
女
子
。
上
履
き
、
水
筒
持

参
。
保
護
者
へ
の
説
明
あ
り
。
北
嶋

君

7
1
8
4
・
4
5
3
1

V
か
き
ぞ
め
教
室

日

月

S
M∞
年
2

月
毎
月
第
2
・
4
冊
目
時
i
U
時。

柴
崎
自
治
会
館
。
読
売
新
聞
社
、
成

田
山
後
援
金
国
学
生
展
へ
の
出
展
作

品
。
月
2
0
0
0
円
。
学
校
の
手
本
、

用
紙
、
墨
汁
、
大
中
筆
、
下
敷
き
持

参
。
宮
崎
宮
7
1
8
5
・
3
1
0
0

V
水
彩
画

「
般
利
針
」
毎
月
第
2

.
4
ω
w
m
時
S
U時
。
我
孫
子
ピ
レ

ジ
集
会
室
。
講
師
:
・大
野
録
さ
ん
。

先
着
5
人
。
月
3
0
0
0
円
。
斉
藤

宮

7
1
8
5
・
0
8
3
0

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル

「
コ
ス
モ
ス
」

毎
週
働
日
時
i
日
時
。
市
民
会
館
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て

「
N
H
K基
礎
英

語
2
」
を
使
用
。
先
着
5
人
。
月
3

0
0
0
円
。
安
木
宮
7
1
8
5
・
。

I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。

5
1
6
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-
一
人
の
中
学
生
巴
市
長
賞

-ー-
ジ、ヤパンバードフェスティバルlこ5万6000人
自然環境の大切さを全国!こ発信

11月5・6目、日本最大の鳥の祭典 「ジャパンバードフ

ェスティパル2005Jがアビス夕、手賀沼公園、手賀沼親水
広場など6会場で開催され、柳生博さんの進行によるシン

ポジウムなどさまざまなイペン卜を通じて自然環境の大切

さをアピールしました。

各会場では、全固から

寄せられたバード力一

ピングや鳥のアート
の展示、行政やNP
O団体によるパネル
展示、講座、バード

ウオッチングなどが行
われ、 2日間で約5万

6000人の来場者で賑わいました。

事
業
の
一
つ
と
し
て

「
国
際
交
流
と

平
和
」
が
テ
I
マ
で
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
大
会
は
、
英
語
の
部
と

日
本
語
の
部
に
分
か
れ
、
中
学
生
か

ら

ω歳
代
ま
で
幻
人
が
参
加
。
外
国

人
も
3
人
が
参
加
し
、
流
ち
よ
み
どな

日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
賞
は
、
前
野
桜
子
さ
ん
(
白

山
中
)
と
綿
引
康
一
さ
ん
(
湖
北
台

中
)
が
受
賞
し
ま
し
た
。
前
野
さ
ん

は、

9
・
口
事
件
後
、
ア
メ
リ
カ
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
を
攻
撃

し
た
こ
と
に
つ
い
て
発
表
。
市
の
代

表
の
一
人
と
し
て
広
島
に
派
遣
さ
れ

た
綿
引
き
ん
は
、
平
和
記
念
式
典
へ

の
参
列
や
平
和
記
念
資
料
館
で
感

一

じ
た
原
爆
や
、
戦
争
の
恐
ろ
し
き

-

を
発
表
し
ま
し
た
。

一審
査
結
果
}

市
長
賞
:
・前
野
桜
子
(
英
)
、
綿

引
康
一
(
日
)
教
育
長
賞
:・
山
口

容
釦
(
英
)
襲
撃
(
日
)

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
会
長
賞

:・
田
中
圭
(
英
)
、
田
口
慶
子

(
日
)
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

賞
:・
田
中
麻
理
沙
(
英
)
、
金
冬

樹
(
日
)
中
央
学
院
大
学
学
長
賞

:・
坂
本
め
ぐ
み
(
英
)
、
シ
リ
ル

・
プ
レ
マ
シ
リ
(
日
)
会
場
審
査

ER-
-荷
藤
紀
正
(
英
)
桜

暁
時
(
日
)
(
敬
称
略
)

※
(
英
)
は
英
語
の
部
、
(
日
)

は
日
本
語
の
部
で
す
。

圃
我
孫
子
市
国
際
宍
流
協
会
事

務
局
宮
7
1
8
3
・
1
2
3
1

第

7
回
国
際
交
流
ス
ピ
ー
チ
大
会

第

7
回
国
際
宍
流
ス
ピ
ー
チ
大

会
が
、

9
月
お
日
側
市
民
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

我
孫
子
市
戦
後

ω周
年
記
念
平
和

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
「

一
緒
に
歌
お
う
」
が
完
成

小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
で
お
鍍
露
目

我孫子の子どもたちのオリジナルソング 「一緒に
歌おうJカt完成し、 10月20・21日の両日、市民会館

大ホールで行われた第36回市内小-中学校音楽発表

会で披露されました。

この歌は、 「我頚子のこどもたちのための愛唱歌

がほしいJという音楽科の教員たちの熱意から生ま

れたもので、作詞は、市内小・中学校の980編の応募

作品の中から選ばれた駒崎亜衣菜さん(我孫子中学

校3年)、作曲は、

発表会の講師で作

曲家の黒津吉徳さ

んです。

発表会当日、黒

津さんの指揮のも

と、全員で合唱し

ました。

10月9日(日)、市民会館大ホールで、 「志賀直哉と我孫子Jをテーマに、
阿川弘之さん(刻明章受章作家)の講演会力潤催されました。

これは、市民文化祭のオープニングイぺン卜として白樺文学館と市教

育委員会が共催で開催したもので、会場は多くの聴衆て哩まりました。

25年にわたり志賀直哉の弟子として身近に師事した阿川さんは、 「我

弼子は、直哉が鋭い直感で選んだ地Jと語り、志賀直哉の我孫子での

創作活動や吏友関係、住居へのこだわり、手賀沼の自然などについて、

阿川さんならではエピソードを吏え、講演しました。

市
民
文
化
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

阿
川
弘
之
さ
ん
志
賀
直
哉
を
テ
ー
マ
に
講
演

傍旬

竹内旦 選

あ山赤野?タ秋忍肌
き 寺 と良2景澄ぴ寒
ら のん猫Eにみ寄し
か護ごぽとかてるポ
に摩ま追遊な木足 ツ
獣のJ、ぶむふ目音ケ
道焔~r 翁5察手す鴨tの
なやをや絵きに
り秋視秋の立気の
蔦Z深野の柿つづ肉巳
もむに暮す文川、桂五
み 草れだ箱され飴玄
じにれかぬ

坐ぎ な
す

嘉

戸

健

治

渋
谷
各
住
子

脅
山

陽

子

町

田

進

岡
本
邦
夫

音
田

冬

径

下
回
繁
樹

小
林
光
江

文芸だより

ナーです。締め切りは、毎月~日(必目
着)。ハガキで1人1作に限ります。 目
応募先 〒 wïl・~市役所広報室目
(住所省略可)ヘ 目
なお、 f青少年(18歳以下)の部.

の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目

〈

わ

ん

う

さ

ぎ

ふ
は
ふ
は
と
冠
羽
な
び
か
せ
立
つ
鷺
の
飛
ば
ね
ば
わ
れ
も
動
か
れ
ず
を
り
津
村
阿
墨

一評
}
ズ
I
ム
イ
ン
し
鴛
の
冠
羽
の
な
び
き
ま
で
を
写
し
た
。
そ
の
不
動
の
姿
に
心
う
ば
わ
れ
て
。

谷
津
の
間
態
協
議
見
に
絹
糸
繁
手

で

よ

ン

と

花

火

事

フ

ミ

一評
}
薄
の
穂
は
光
る
絹
糸
で
で
き
て
い
る
様
だ
。
紫
手
に
持
て
ば
花
火
の
よ
う
に
打
ち
聞
く
。

加
制

急

n
a
c

蔵
王
嶺
を
見
放
く
る
野
辺
に
墓
建
て
て
兄
逝
き
し
よ
り
一
備
を
経
ぬ

「
つ
く
ば
市
」び
と
な
り
果
て
久
し
嬰
の
消
し
て
は
な
ら
ぬ
歌
枕
は
も

居
な
け
れ
ば
淋
し
く
な
り
し
お
で
ん
ば
な
孫
に
手
を
焼
き
秋
は
暮
れ
ゆ
く

パ
タ
パ
タ
と
廊
下
を
馳
け
る
幼
な
等
の
音
に
も
慣
れ
て
同
居
は
十
月

月
毎
に
変
る
短
歌
を
楽
し
み
に
文
学
広
場
に
足
を
運
び
ぬ

白
髪
や
誠
艇
ひ
か
る
酢
ら
集
ひ
声
上
げ
歌
ふ
病
む
子
規
の
歌

鰭叡
榊原 敦子 選

ご

る

く

十
月
の
中
頃
、
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶

船
酔
の
そ
ば
を
通
る
と
、
東
側
の
土

手
に
花
を
つ
け
た
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
が

な
ん
て
ん
は
智

あ
り
ま
し
た
。
南
天
萩
の
名
は
、
葉

が
ナ
ン
テ
ン
の
葉
に
似
て
い
る
こ
と

ふ
た
ほ

に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、
別
名
を
二
業

は
ぎ萩

と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
つ
の

葉
が
二
枚
の
小
葉
に
分
か
れ
、
二
つ

の
葉
に
見
え
る
こ
と
か
ら
の
名
で
す
。

葉
は
茎
の
左
右
に
交
互
に
つ
き
、

サミク号ミク瓜さ3
(まめ科)

東
海
林
帯
和

川
上
進
也

下
回
文
子

長
南
光
子

須

田

博

三
谷
和
夫

奮

い
と
呼
ば
れ
る
っ
き
方
で
て

葉
脈
の
基
部
に
は
、
葉
状
で
先
の

た
〈
ょ
う

と
が
っ
た
托
葉
が
あ
り
ま
す
。
葉
の

付
属
物
で
、
そ
え
葉
と
も
い
い
ま
す
。

ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
の
茎
は
ほ
ぼ
四
角

形
で
、
稜
が
目
立
ち
ま
す
。
草
丈
は
、

三
十
か
ら
六
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
。

花
は
葉
の
つ
け
ね
か
ら
伸
ば
し
た

。
じ
く

花
軸
に
多
数
つ
け
ま
す
。
花
の
形
は

蝶
形
で
、
色
は
紅
紫
色
で
す
。
花
期

は
長
く
、
花
は
六
月
頃
か
ら
十
月
頃

ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
花
が
終
わ
る
と
、

長
さ
が
三
セ
ン
チ
ほ
ど
弘
司
果
が
で

さ
や

き
ま
す
。
爽
を
割
っ
て
み
る
と
、
中

に
種
子
が
三
か
ら
七
個
ほ
ど
入
っ
て

い
ま
す
。

ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
の
若
芽
は
、
山
菜

と
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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